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第２２回種子島ロケットコンテスト大会第２２回種子島ロケットコンテスト大会
　

３
月
５
日
（
木
）
か
ら
９
日
（
月
）

に
か
け
て
、
第
22
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
手
作
り
に
よ

る
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
や
衛
星
機
能
モ

デ
ル
（C

カ
ン
サ
ッ
ト

anSat
）
を
開
発
・
製
作

し
、
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
競
う
大
会

で
、
全
国
の
大
学
や
高
専
な
ど
か
ら
、

ロ
ケ
ッ
ト
部
門
50
チ
ー
ム
、C

anSat

部
門
51
チ
ー
ム
の
計
１
０
１
チ
ー
ム

約
４
８
０
人
が
参
加
し
、
２
部
門
計

７
種
目
で
技
術
発
表
や
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
最
終
日
の

９
日
（
月
）
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員

に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
、
実
際
に
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
に
携
わ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
職
員
の
貴
重
な
講
話
に
、
参
加
者

は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆大会結果（チーム名・所属の順に記載）◆
●ロケット部門
種目 1《滞空・定点回収》
  優勝　安納芋　　鹿児島大学　SATSUMA ロケット研究会
種目 2《ペイロード有翼滞空》
  優勝　Ｅを外すな！
　　　　 ものつくり大学　宇宙開発研究プロジェクト　MAXS
種目 3《高度》
  優勝　アジフリャー　　　
　　　　　長崎大学　ロケットサークル　NUSE
種目 4《インテリジェントロケット》
  優勝　AeroPolaris　
　　　　　同志社大学　DERC ロケットサークル
●ＣａｎＳａｔ部門
種目５《自律制御カムバック》
  優勝　UNTRACE　　東京大学　航空宇宙技術研究会
種目６《遠隔制御カムバック》
  優勝　LiNK　　ASE-Lab．
種目７《オリジナルミッション》
  優勝　SuperNOVA　　東京情報大学　斎藤研究室
●ロケットコンテスト大賞
　　各種目で優勝のモデルロケット・CanSat デザインのうち、
　　次回以降の参加者が目指すのにふさわしいものに与えるもの。
　　　アジフリャー　　長崎大学　ロケットサークル　NUSE

　受賞されたみなさん、おめでとうございます！

技術発表会技術発表会
（CanSat 部門）（CanSat 部門）

競技（ロケット部門）競技（ロケット部門）

競技（CanSat 部門）競技（CanSat 部門）

JAXA 職員による講演JAXA 職員による講演

ロケットコンテスト大賞受賞のロケットコンテスト大賞受賞の
長崎大学　ロケットサークル NUSE長崎大学　ロケットサークル NUSE

「アジフリャー」チーム「アジフリャー」チーム

技術発表会技術発表会
（ロケット部門）（ロケット部門）

開会式終了後参加者全員で記念撮影開会式終了後参加者全員で記念撮影

YouTube
南種子町役場
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行政トピックス
　

南
種
子
町
で
は
、
少
子
化
の
進
行

や
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
持
続
可
能
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
町
立
あ

お
ぞ
ら
保
育
園
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
１
月
号
の
広
報
に
お
い

て
、
南
種
子
町
未
来
会
議
か
ら
町
へ

提
出
さ
れ
た
提
言
書
の
概
要
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
町
で
は
約

１
年
間
に
わ
た
り
、
保
護
者
説
明
会

の
開
催
や
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
、

町
議
会
な
ど
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴

取
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
民
営
化
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
検
討
の
経
過

　

町
で
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
効
率
的
な
運
営
の
観
点
か
ら
、
民

間
事
業
者
の
活
力
を
活
用
し
た
保
育

運
営
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
南
種

子
町
内
の
保
育
施
設
に
通
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
皆
様
全

員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
実
施
し

た
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど

を
通
じ
て
、
幅
広
く
意
見
の
把
握
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
保
育
環
境
の
継
続

性
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
、
地
域

に
お
け
る
公
立
保
育
園
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
、
多
く
の
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
現
在
の
保
育

体
制
の
継
続
を
望
む
声
や
、
急
激
な

制
度
変
更
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
現

状
維
持
を
求
め
る
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

◆
検
討
結
果

　

こ
れ
ら
の
意
見
や
現
在
の
保
育
環

境
、
町
内
の
保
育
施
設
の
状
況
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
町
と

し
て
は
、
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
は

現
行
の
運
営
体
制
を
維
持
す
る
と
の

判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
に
お
い
て
は
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
保
育
行

政
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

　

少
子
化
の
進
行
や
保
育
ニ
ー
ズ
の

変
化
な
ど
、
保
育
を
取
り
巻
く
環
境

は
今
後
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
町
で
は
、
引
き
続
き

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
安
定

的
な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今

後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健

や
か
に
成
長
で
き
る
保
育
環
境
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

南
種
子
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て (

検
討
結
果
は
現
状
維
持)

　
３
月
３
日
（
火
）
町
長
室
に
お
い
て
、

町
と
、
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ズ
（
日
髙

澄
江
代
表
取
締
役
）
と
の
間
で
、
事
業

拡
大
に
伴
う
企
業
立
地
協
定
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ズ
は
、
現
在
南

種
子
町
上
中
で
宿
泊
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
今
回
、
宿
泊
施
設
の
増
設
を
行

い
更
な
る
事
業
拡
大
を
図
る
た
め
、
協

定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４ 

）

事
業
拡
大
に
伴
う
企
業

立
地
協
定
を
締
結

アンケート結果（抜粋）
問　公立保育園を民営化・廃止することについて、
　　どのように思いますか。

区分 回答数 回答割合
賛成 1 人 1.4％
どちらかといえば賛成 2 人 2.9％
どちらともいえない 34 人 49.3％
どちらかといえば反対 14 人 20.3％
反対 18 人 26.1％
無回答 1 人 0.0％
総回答数 69 人 100.0％
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Town Topics
　

令
和
８
年
３
月
10
日
（
火
）、
花
峰

小
学
校
で
「
黒
毛
姫
牛
給
食
試
食
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
は
、
今
年
１
月
か
ら
、
町

内
の
児
童
生
徒
に
南
種
子
で
産
ま
れ
、

大
き
く
育
っ
た
お
い
し
い
黒
毛
姫
牛

を
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
花
峰
小
４・
５・
６
年
生

が
小
園
町
長
、

永
教
育
長
、
繁
殖

農
家
、
町
和
牛
部
会
、
販
売
事
業
者

㈱
Ｍ
ｅ
ａ
ｔ
ｙ
ｏ
ｕ
の
方
々
ら
11
人

と
一
緒
に
給
食
を
囲
ん
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
給
食
は
牛
肉
の
ほ
か
、

町
内
産
の
「
な
つ
ほ
の
か
」「
じ
ゃ
が

い
も
」「
だ
い
こ
ん
」「
有
機
野
菜
に

ん
じ
ん
」
な
ど

地
元
産
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た
給

食
を
提
供
し
ま

し
た
。
児
童
か

ら
は
、「
も
っ

と
国
産
の
お
い

し
い
お
肉
を
使
っ
た
給
食
が
増
え
て

ほ
し
い
。」「
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。」
な
ど
の
声
が
聴
か
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
仔
牛
の
生
産
に
関
す

る
こ
と
や
牛
の
ど
の
部
分
の
お
肉
が

給
食
に
使
わ
れ
る
の
か
な
ど
、
多
く

の
質
問
も
出
さ
れ
、
大
変
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

南
種
子
う
ま
れ
黒
毛
姫
牛
給
食
試
食
会

和風サイコロステーキ・麦ごはん和風サイコロステーキ・麦ごはん
ふるさと味噌汁・牛乳ふるさと味噌汁・牛乳

生産者あいさつ生産者あいさつ
南種子町和牛部会：柳田　茂一さん南種子町和牛部会：柳田　茂一さん

　

２
月
24
日
（
火
）、
前
之
浜
海
浜
公

園
付
近
海
岸
に
お
い
て
、
鹿
児
島
大

学
や
第
一
工
科
大
学
で
つ
く
る
「
鹿

児
島
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
研
究

会
」
が
、
鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６・
７
号

機
の
打
上
げ
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
打
上
げ
は
、
将
来
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
大
型
化
な
ど
を
見
据
え
、

射
場
を
肝
付
町
か
ら
南
種
子
町
へ
移

し
て
初
め
て
の
打
上
げ
と
な
り
、
南

種
子
町
宇
宙
開
発
推
進
協
力
会
と
共

催
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
見
学
者

が
見
守
る
中
、
６
号
機
は
午
前
11
時

15
分
に
、
７
号
機
は
午
後
５
時
10
分

に
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
勢
い
よ
く
ロ
ケ
ッ

ト
が
発
射
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
ら
れ
た
機
体
は
２
機
と

も
目
標
高
度
に
達
し
、
打
上
げ
は
成

功
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６
・７
号
機
打
ち
上
げ

勢いよく上昇する鹿児島ロケット６号機勢いよく上昇する鹿児島ロケット６号機 機体をランチャーに設置する様子機体をランチャーに設置する様子

YouTube
南種子町役場

おいしい牛肉に会話も弾みましたおいしい牛肉に会話も弾みました
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行政トピックス
　

２
月
21
日
（
土
）、町
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
42
回
南
種
子
町
生
涯

学
習
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、「
町
民
１
人
、
１
学
習
、

１
ス
ポ
ー
ツ
、
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
推
進
し
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

「
み
な
み
た
ね
町
民
大
学
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
生
涯
学
習
講
座
や
各

社
会
教
育
関
係
団
体
、
学
校
な
ど
の

一
年
間
の
生
涯
学
習
成
果
発
表
の
場

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
令
和
７
年

度
生
涯
学
習
講
座
の
和
太
鼓
講
座
受

講
生
の
皆
さ
ん
が
、
迫
力
あ
る
演
奏

で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
に
は
、
さ
わ
や
か
子

供
表
彰
授
賞
式
、
各
種
表
彰
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
の
部
で
は
、
子
ど
も
の

主
張
作
文
発
表
や
平
山
地
区
高
齢
者

学
級
、
島
間
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

の
活
動
報
告
の
ほ
か
、
中
平
小
学
校

児
童
に
よ
る
「
棒
踊
り
」、
大
川
小
学

校
児
童
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」、
初

級
英
会
話
講
座
、
太
極
拳
講
座
の
学

習
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域

を
動
か
す
～
南
種
子
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
～
」
と
題
し
て
、
國
學
院
大
學

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
の
梅
川

智
也
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
や
豊

か
な
自
然
な
ど
を
活
か
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
可
能
性
と
、
地
域
に
暮

ら
す
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
を

動
か
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
の

良
さ
を
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

今
後
の
町
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
ヒ

第
42
回
南
種
子
町
生
涯
学
習
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

子どもの主張作文発表子どもの主張作文発表
（本紙 7、8 ページに作品掲載）（本紙 7、8 ページに作品掲載）

原田　蒼生 さん原田　蒼生 さん
( 茎南小 )( 茎南小 )

園田　海恩 さん園田　海恩 さん
（南種子中）（南種子中）

令和７年度　生涯学習講座令和７年度　生涯学習講座
『 和太鼓講座』『 和太鼓講座』

大川小学校大川小学校
「 ソーラン節」「 ソーラン節」

國學院大學教授　梅川 智也 氏國學院大學教授　梅川 智也 氏

初級英会話講座初級英会話講座

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



○南種子さわやか子供表彰　（敬称略）
　南種子町の児童生徒の優れた個性を発見し、これを表彰することによって、心身ともに健全な児
童生徒を地域ぐるみで育むことを目的として行われています。（令和 7 年度の受賞者：4 ５人）

区　分 学校・学年 氏　名 区　分 学校・学年 氏　名

スポーツ賞

中平小・４年 中村　美波

読書賞

中平小・２年 狹田　悠希
長谷小・５年 冨　剣心 中平小・４年 德重　維千花
西野小・６年 中馬　悠季 大川小・６年 中尾　詩音
島間小・６年 濱上　煌成 南種子中・３年 徳永　優珠

南種子中・3 年 小脇　あかり 種中央高・３年 砂坂　愛瑠
南種子中・3 年 日髙　希咲

学芸賞

中平小・３年 中馬　薫
南種子中・３年 フランシス煌菊ジョイ 中平小・５年 寺田　実心
南種子中・３年 フランシス希蘭グレイス 長谷小・５年 久野　桃佳
種中央高・３年 砂坂　光司 島間小・６年 川原　維記

あいさつ賞

中平小・2 年 小脇　結愛 種中央高・３年 永松　由衣
中平小・3 年 立石　陽彩

親切友情賞

中平小・１年 大脇　咲良
中平小・4 年 池亀　眞ノ輔 中平小・１年 坂口　佳詩乃

南種子中・3 年 原田　愛夢 中平小・５年 長田　美心
南種子中・3 年 寺田　紅亜 中平小・５年 下園　夢翔

リーダー賞

中平小・6 年 惣津　秀虎 中平小・６年 砂坂　ひなた
中平小・６年 三山　美来 平山小・６年 長田　海空
平山小・６年 斉藤　あさひ 茎南小・６年 黑﨑　凌平
西野小・６年 髙橋　一剣 茎南小・６年 岩元　悠真
大川小・６年 園田　愛海 島間小・６年 浮田　絆衣
花峰小・６年 金子　凛大 南種子中・３年 上浦　柚波
花峰小・６年 古川　幸依 種中央高・３年 小田　琉覇

南種子中・３年 浮田　夢生 メディア賞 種中央高・３年 石堂　和佑紀
南種子中・３年 古川　丈人

○全国子ども会連合会表彰　　
　　下中地区公民館青少年育成部
○鹿児島県子ども会育成連絡協議会表彰
　　南種子町公民館青少年育成部連絡協議会
　　会長　小山　岳富さん
○熊毛地区子ども会育成連絡協議会表彰
　　長谷地区公民館青少年育成部
○熊毛地区社会教育関係優良個人表彰
　　有留　常夫さん（ 文化協会）
○スポーツ功労者表彰
　　立石　トシ子さん（ テニス連盟）、 﨑田　厚子さん（ テニス連盟）
　　　　立石　学さん（ 柔道連盟）

各　種　表　彰　伝　達各　種　表　彰　伝　達

第 12回インギー鶏品評会開催！
　福祉センター正面では、第 12 回目となるイ
ンギー鶏品評会が開催されました。インギー鶏
は、平成 25 年４月 25 日に鹿児島県の天然記
念物として指定を受けています。
　今回の品評会では会員の愛鶏 14 羽が出品さ
れました。

オスの部グランプリ　　
　　柳田　和則　　
メスの部グランプリ
　　寺内　昭德

品評会の様子品評会の様子
広報みなみたね　2026 年 4 月号広報みなみたね　2026 年 4 月号　0606



ぼ
く
は
こ
こ
に
生
き
る

ぼ
く
は
こ
こ
に
生
き
る

　
　
　
茎
南
小
学
校
　
四
年

　
　
　
茎
南
小
学
校
　
四
年

　
原
田
　
蒼
生

　
原
田
　
蒼
生

　

赤
米
、
い
な
作
、
宝
満
神
社
、

そ
し
て
世
界
一
美
し
い
宇
宙
セ
ン

タ
ー
。
そ
れ
が
茎
永
だ
。
茎
永
は
種

子
島
、
南
種
子
町
の
南
東
に
位
置
す

る
。
ぼ
く
は
茎
永
が
大
好
き
だ
。
地

い
き
の
人
は
や
さ
し
い
し
、
こ
こ
で

と
れ
る
お
米
や
野
菜
な
ど
の
農
作

物
は
本
当
に
お
い
し
い
。
僕
に
と
っ

て
茎
永
は
自
ま
ん
の
ふ
る
さ
と
だ
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
茎
永
に
も
い
く

つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が

人
口
の
減
少
だ
。
一
九
四
五
年
、
南

種
子
町
に
は
お
よ
そ
一
万
人
の
人

が
い
た
そ
う
だ
。
今
よ
り
も
っ
と
に

ぎ
や
か
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
き
っ
と
茎
永
も
同
じ
だ
。
便
利
な

生
活
が
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
今
よ
り
も
活
気
あ
る
茎
永

だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ぼ
く

は
昔
の
茎
永
が
ど
ん
な
様
子
だ
っ

た
の
か
調
べ
て
み
た
く
な
っ
た
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
百
四
十
年
前
、
こ

こ
は
茎
永
村
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
地

い
き
の
祭
り
に
は
村
人
の
多
く
が

参
加
し
て
い
た
。
朝
早
く
、
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
太
こ

や
は
や
し
の
音
色
、
法
被
を
着
た
子

ど
も
や
大
人
の
笑
い
声
。
手
作
り
の

差
し
入
れ
を
み
ん
な
で
囲
み
、
一
日

が
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
広
大
な
田
ん
ぼ
で
は
、
家

族
全
員
が
は
だ
し
で
ど
ろ
の
中
に

入
り
、
一
列
に
な
ら
ん
で
も
く
も
く

と
田
植
え
を
し
て
い
た
。
今
の
よ
う

に
、
便
利
な
機
械
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
手
作
業
で
行
っ
て
い

た
。
そ
の
風
景
が
と
て
も
美
し
く
、

収
か
く
時
期
に
は
、
き
れ
い
な
黄
金

色
の
い
な
ほ
が
一
面
に
広
が
っ
て

い
た
の
だ
。

　

目
を
閉
じ
て
、
こ
れ
ら
を
想
像
し

て
み
る
。
自
分
が
知
っ
て
い
る
風
景

も
あ
れ
ば
、
知
ら
な
い
風
景
も
あ

る
。
ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

「
今
の
茎
永
と
昔
の
茎
永
は
ど
っ
ち

が
い
い
。」

と
聞
い
た
。
そ
の
答
え
は
す
ぐ
に

返
っ
て
き
た
。

「
昔
の
茎
永
は
と
て
も
よ
か
っ
た

よ
。
大
き
く
な
く
と
も
魚
屋
や
八
百

屋
な
ど
、
顔
見
知
り
の
店
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
の
ど
か
な
と
こ

ろ
で
子
ど
も
も
若
者
も
高
れ
い
者

も
人
の
か
か
わ
り
の
中
で
暮
ら
し

て
い
た
。」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
続
け
て
言
っ

た
。

「
今
は
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
機
が
あ
っ
た
り
し
て
、
い
い

時
代
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
わ
た
し
た
ち
世
代
か
ら
見
る

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し
か
わ
い

そ
う
な
気
も
す
る
。
も
う
一
度
、
あ

の
頃
の
よ
う
な
茎
永
を
見
た
い
も

の
だ
ね
。」

　

今
、
茎
永
は
令
和
の
時
代
を
歩
ん

で
い
る
。
ぼ
く
は
家
族
や
友
達
が
い

て
、
毎
日
が
満
足
だ
。
た
だ
、
こ
の

先
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
し
ょ

う
来
に
向
か
っ
て
茎
永
を
旅
立
つ

人
も
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
も
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
茎
永
は
、
ど
こ
に
も
な

い
た
っ
た
一
つ
の
ぼ
く
の
ふ
る
さ

と
だ
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

こ
こ
に
帰
っ
て
き
た
い
。

　

近
い
し
ょ
う
来
、
若
い
力
で
こ
の

ふ
る
さ
と
茎
永
を
も
っ
と
元
気
に

し
て
い
く
こ
と
が
ぼ
く
の
使
命
だ
。

や
っ
ぱ
り
ぼ
く
は
、
茎
永
が
大
好
き

だ
。
だ
か
ら
、
そ
の
思
い
を
大
き
な

声
で
言
い
た
い
。

「
ぼ
く
は
茎
永
に
生
き
る
。」

地
域
お
こ
し
へ
の
第
一
歩

地
域
お
こ
し
へ
の
第
一
歩

　
　
　
南
種
子
中
学
校
　
ニ
年

　
　
　
南
種
子
中
学
校
　
ニ
年

　
園
田
　
海
恩

　
園
田
　
海
恩

　

近
年
、
南
種
子
で
は
人
口
が
減

り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
若
い

人
が
進
学
や
就
職
の
た
め
に
都
会

へ
出
て
行
き
、
町
に
残
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
域

の
行
事
が
減
っ
た
り
、
人
と
人
と
の

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
（
生
涯
学
習
大
会
発
表
者
）
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つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
り
し
て
い

る
。
僕
は
、
こ
の
よ
う
な
南
種
子
を

元
気
に
す
る
た
め
に
、
新
し
く
人
が

集
ま
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
施
設
」
を
作

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
。

　

僕
が
考
え
た
ふ
れ
あ
い
施
設
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
所
だ
。

南
種
子
町
に
は
、
今
は
廃
校
と
な
っ

た
南
種
子
高
校
が
あ
る
。
現
在
は
学

童
や
図
書
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
が
、
使
わ
れ
て
い
な
い
教
室
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
廃
校
と
な
っ
た
校
舎

を
生
か
し
て
、
地
域
の
人
が
集
ま
れ

る
施
設
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
新
し

く
建
物
を
建
て
る
よ
り
も
お
金
が
あ

ま
り
か
か
ら
ず
、
学
校
と
い
う
な
じ

み
の
あ
る
場
所
を
使
え
る
の
も
良
い

点
だ
。

　

施
設
の
中
に
は
、
だ
れ
で
も
使
え

る
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
。
い
す
や

テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
、
年
配
の
方
は

友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

若
い
人
は
勉
強
や
仕
事
を
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
遊
べ
た
り

す
る
場
所
に
す
る
。
同
じ
建
物
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
で
、
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ

る
と
思
う
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
に
は
小
さ
な
カ

フ
ェ
を
作
り
た
い
。
家
庭
科
室
や
空

き
教
室
を
使
っ
て
、
南
種
子
で
と
れ

た
安
納
芋
や
さ
と
う
き
び
を
使
っ
た

プ
リ
ン
や
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
、
ジ
ュ
ー

ス
を
出
す
。
校
庭
や
外
の
ス
ペ
ー
ス

も
使
っ
て
、
天
気
の
良
い
日
は
外
で

く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
用
事
が
な
く
て
も
立
ち

寄
り
や
す
く
な
り
、
会
話
の
き
っ
か

け
も
増
え
る
と
思
う
。
観
光
で
来
た

人
に
も
、
南
種
子
町
の
あ
た
た
か
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
施
設
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。
校
庭
で

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
武
道
館
で
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
と
大

人
が
一
緒
に
楽
し
め
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
だ
。
ボ
ッ
チ
ャ
の
よ
う
に

年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
競
技
も

取
り
入
れ
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
を
み
ん

な
で
考
え
る
こ
と
で
一
人
一
人
が
役

割
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　

こ
の
施
設
を
運
営
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
話
し
合
い
を
し
て

ル
ー
ル
を
決
め
、
当
番
で
そ
う
じ
や

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
す
る
。
パ
ソ

コ
ン
が
得
意
な
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
を
発
信
し
、
年
配
の
人
は

経
験
を
生
か
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
。
み
ん
な
で
作
り
、
み
ん
な
で
守

る
施
設
に
し
た
い
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
今
、
南
種
子

町
の
地
域
お
こ
し
は
と
て
も
大
切
だ

と
思
う
。
南
種
子
町
に
は
ロ
ケ
ッ
ト

や
き
れ
い
な
海
な
ど
、
ほ
か
の
地
域

に
は
な
い
良
さ
が
あ
る
。
観
光
で
訪

れ
る
人
や
、
自
然
に
ひ
か
れ
て
移
住

す
る
人
も
い
る
。
廃
校
を
利
用
し
た

ふ
れ
あ
い
施
設
は
、
南
種
子
町
の
良

さ
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
る
場

所
に
な
る
と
思
う
。

　

僕
は
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
施
設
を
作

る
こ
と
で
、
南
種
子
町
に
笑
顔
と
会

話
が
増
え
る
と
考
え
た
。
人
が
集
ま

り
、
気
軽
に
話
せ
る
場
所
は
、
町
を

元
気
に
す
る
力
に
な
る
。
地
域
お
こ

し
は
、
特
別
な
人
だ
け
が
す
る
も

の
で
は
な
い
。
一
人
一
人
が
自
分
の

町
を
大
切
に
思
い
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。
南
種
子
町
の
良
さ
を
守

り
、
次
の
世
代
に
も
自
慢
で
き
る
町

を
残
し
た
い
。
友
達
と
話
し
て
い
る

と
、「
南
種
子
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
な
あ
。」、「
ス
タ

バ
と
か
あ
れ
ば
い
い
の
に
。」
な
ど

と
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
気
持
ち
も

す
ご
く
分
か
る
が
、
今
南
種
子
に
必

要
な
の
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ら
れ
る
施
設
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
施
設
が
あ
る
こ
と
で
南
種
子

町
が
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
な
る
と
思

う
。

　

今
、
中
学
生
の
僕
達
に
も
、
元
気

の
あ
る
町
に
す
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
が
あ
る
。
地
域
ご
と
の
運
動
会
の

手
伝
い
を
し
た
り
、
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
だ
。
町
の
た
め
に
行
動

で
き
て
い
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
南
種

子
町
を
地
元
の
人
も
観
光
客
も
楽
し

く
過
ご
せ
る
町
に
し
た
い
。
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令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
３
月
４
日
（
水
）
か
ら
18
日
（
水
）

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

公
立
種
子
島
病
院
の
状
況
に
つ
い

て
　

公
立
種
子
島
病
院
の
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
昨
年
10
月
１
日

か
ら
医
療
法
人
徳
洲
会
に
よ
る
病
院

の
管
理
運
営
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
医
師
に
つ
き
ま
し
て
、

現
状
に
お
い
て
も
常
勤
医
師
は
藤
田

院
長
と
荒
井
医
師
の
２
名
で
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
の
12
月
よ
り
徳
洲
会
の
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
の
病
院
か
ら
１
週
間
単

位
で
毎
週
連
続
で
の
医
師
の
応
援
を

い
た
だ
き
、
病
棟
を
中
心
と
し
た
診
療

に
従
事
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
非
常
勤
医
師
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿

児
島
大
学
病
院
よ
り
、
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
・
小
児
外
科
・
整
形
外
科
の
医
師

を
引
き
続
き
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
徳
洲
会
病
院

よ
り
内
視
鏡
の
専
門
医
、
長
崎
北
徳
洲

会
病
院
よ
り
小
児
科
の
医
師
を
派
遣

い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
他
、
個
人
病

院
よ
り
、
リ
ウ
マ
チ
科
・
精
神
科
の
医

師
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
診
療
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
診
療
体
制
に
つ
い
て
で
す

が
、
10
月
以
降
、
診
療
時
間
帯
の
救
急

受
入
れ
再
開
や
、
入
院
患
者
の
制
限
も

解
除
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
更
に
は
、

２
月
よ
り
月
曜
日
か
ら
水
曜
日
の
宿

直
を
常
勤
医
師
及
び
徳
洲
会
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
応
援
医
師
が
担
う
こ
と
で
、

こ
の
毎
週
３
日
間
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
24
時
間
、
患
者
の
受
入
れ
体
制
が

出
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
開
始
さ
れ
た
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
に
よ
り
医
師
の
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

３
６
５
日
24
時
間
体
制
の
構
築
と
な

る
と
、
更
に
複
数
医
師
の
確
保
が
必
須

条
件
と
な
る
た
め
、
容
易
で
は
な
い
状

況
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
患
者
の
動
向
で
す
が
、
昨

年
10
月
か
ら
本
年
１
月
ま
で
の
４
ヶ

月
間
の
入
院
患
者
数
の
合
計
は

３
０
５
５
人
で
、
昨
年
同
期
よ
り

６
４
６
人
（
26
・
80
％
）
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
１
月
ま
で
は
１
日

あ
た
り
20
人
か
ら
30
人
前
後
で
推
移

し
て
い
た
入
院
患
者
数
が
、
２
月
に

は
い
っ
て
か
ら
は
常
に
40
人
前
後
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

逆
に
外
来
患
者
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
延
べ
数
で
３
５
６
０
人
（
30
・

80
％
）
減
少
し
て
お
り
、
特
に
内
科
・

整
形
外
科
・
耳
鼻
科
・
眼
科
の
患
者
が

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
診
療
科
と
も
に
、
月
に
よ
っ
て
も

減
少
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
一
概
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
経
営
主
体
が
変
わ
っ
た
こ
と

で
様
子
を
見
た
り
、
受
診
を
控
え
て
い

る
患
者
も
一
定
数
は
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
病
院
の
現
状
も
踏
ま

え
、
先
月
の
26
日
に
徳
洲
会
東
京
本
部

を
訪
問
し
、
東
上
理
事
長
と
面
談
を
行

い
、
種
子
島
南
部
の
地
域
医
療
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

と
更
な
る
医
療
体
制
の
充
実
の
お
願

い
を
申
し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

東
上
理
事
長
か
ら
は
、「
新
年
度
の

途
中
か
ら
１
名
の
医
師
に
公
立
種
子

島
病
院
で
勤
務
し
て
も
ら
う
方
向
で

最
終
調
整
中
で
あ
る
。」
と
の
事
や
、

「
徳
洲
会
と
し
て
指
定
管
理
を
お
引
き

受
け
し
た
以
上
、
病
院
施
設
を
フ
ル
に

使
っ
て
地
域
の
人
に
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
も
っ
と
良

い
形
で
運
営
し
て
い
き
た
い
。」
と
の

お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年
第
１
回
　
町
議
会
定
例
会

議 会
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今
後
も
、
病
院
の
設
置
者
で
あ
る
公

立
種
子
島
病
院
組
合
管
理
者
と
し
て
、

種
子
島
南
部
地
域
に
お
け
る
安
定
し

た
医
療
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
今

後
も
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

令
和
８
年
度
第
31
期
宇
宙
留
学
生
の

状
況
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
度
に
22
人
で
ス
タ
ー
ト

し
た
宇
宙
留
学
制
度
は
、
昨
年
30
周
年

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
１
０
７
６
人
の
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　

第
31
期
宇
宙
留
学
生
に
つ
い
て
は
、

海
外
か
ら
の
応
募
を
含
め
、
79
人
の
児

童
生
徒
の
応
募
が
あ
り
、
関
係
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
里
親

留
学
11
人
、
家
族
留
学
27
世
帯
42
人
、

合
計
53
人
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

学
校
別
で
は
、
茎
南
小
学
校
10
人
、

西
野
小
学
校
９
人
、
大
川
小
学
校
５

人
、
島
間
小
学
校
11
人
、
平
山
小
学
校

４
人
、
花
峰
小
学
校
６
人
、
長
谷
小
学

校
６
人
、
南
種
子
中
学
校
２
人
の
受
け

入
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
、
里
親
の
減
少

に
よ
り
里
親
留
学
希
望
者
の
受
入
れ

が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
や
、
１
学

級
35
人
編
制
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

中
平
小
学
校
や
南
種
子
中
学
校
で
も
、

あ
と
数
人
児
童
生
徒
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
学
級
数
が
増
え
、
教
員
数

も
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
か
な

指
導
が
行
え
る
と
言
う
こ
と
で
学
校
、

保
護
者
か
ら
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
上
中
地
区
公
民
館
に

対
し
て
宇
宙
留
学
協
議
会
へ
の
協
力

を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
反
対
の

意
見
な
ど
が
あ
り
、
留
学
生
受
け
入
れ

に
つ
い
て
の
上
中
地
区
公
民
館
の
理

解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
８

年
度
の
上
中
地
区
で
の
留
学
生
募
集

を
断
念
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
本
年
度
第
30
期
の
宇
宙
留
学

生
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
に
お
い
て
、「
特
色
あ
る
学
校
行
事
」

の
ほ
か
、「
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
見
学
」

や
「
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
内
の
特
別

見
学
」、「
ポ
ン
カ
ン
狩
り
」
な
ど
、
南

種
子
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
、
充
実

し
た
留
学
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
子
供
た
ち
も
、
留
学
生
と
の
交

流
を
通
じ
、
自
分
た
ち
の
住
む
南
種
子

町
の
よ
さ
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
価
値
観
と
触
れ
合
い
、
全
国
に

友
達
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

日
々
成
長
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
南
種
子
町
の
児
童
生
徒
数
は
、
平
成

28
年
度
ま
で
減
少
し
続
け
て
お
り
ま

し
た
が
、
家
族
留
学
を
ス
タ
ー
ト
し
た

平
成
29
年
度
か
ら
現
在
ま
で
の
９
年

間
減
少
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
近
隣
の
他

市
町
で
は
、
同
じ
年
代
で
数
百
人
規
模

で
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
南
種
子
は

28
年
度
に
比
べ
、
微
増
の
状
態
を
保
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
家
族
留
学
の
半
数
近
く
が

次
年
度
に
残
り
た
い
と
い
っ
た
希
望

が
あ
る
こ
と
で
、
家
族
留
学
の
残
留
者

が
増
え
て
き
た
こ
と
も
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
住
宅
を
確

保
す
る
た
め
、
町
と
し
て
は
、
移
住
定

住
促
進
住
宅
の
建
設
や
空
き
家
対
策

に
よ
る
補
助
事
業
な
ど
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
第
30
期
の
家
族
留
学
生

に
お
い
て
も
、
７
世
帯
12
人
、
家
族

を
含
め
る
と
22
人
が
残
留
を
希
望
し

て
お
り
ま
し
て
、
本
町
の
掲
げ
る

定
住
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
留
学
後
の
定
住
希
望
者
へ
の
住

宅
確
保
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
住
宅
整
備
な
ど
に
よ
る
定

住
促
進
対
策
を
進
め
、
宇
宙
留
学

制
度
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

施
政
方
針

　
町
政
運
営
に
お
い
て
は
、
健
全
性
を

確
保
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
・
効
率
的
に
活
用
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
一

層
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
保

障
関
係
費
や
人
件
費
、
物
件
費
の
増
加

に
加
え
、
物
価
高
騰
の
影
響
が
続
く
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
将
来
を
見
据

え
た
戦
略
的
な
施
策
展
開
に
重
点
を
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置
き
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
は
昭
和
１
０
０
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
の

復
興
と
高
度
経
済
成
長
を
経
て
築
か

れ
て
き
た
社
会
の
あ
り
方
を
振
り
返

り
つ
つ
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、
そ
の
節
目
を
踏
ま

え
、
町
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
次
の
時
代
に
つ
な
が
る

町
政
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◆
重
点
施
策
の
主
な
も
の

○
農
政
関
係
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
３
年
間
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
肥
料
・
飼
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
は
令
和
７
年
度
で
終
了
い
た
し
ま

す
が
、
令
和
８
年
度
は
町
独
自
の
堆
肥

購
入
助
成
を
実
施
し
、
土
壌
改
良
を
通

じ
た
農
業
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
料
対
策
と

し
て
地
元
産
飼
料
で
あ
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用

稲
の
支
給
事
業
を
実
施
し
、
畜
産
農
家

の
飼
料
コ
ス
ト
軽
減
と
地
元
資
源
の

有
効
活
用
、
水
田
活
用
対
策
の
実
効
性

向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、
農
業
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、

環
境
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
通
じ

て
熟
練
農
家
の
技
術
を
可
視
化
し
、

新
規
就
農
者
へ
継
承
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

若
手
担
い
手
農
家
の
視
察
研
修
支
援

や
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

の
活
用
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
確
立

と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

旧
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
の
移
転

に
伴
い
、
令
和
７
年
度
末
に
完
成
す

る
新
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
加
工

技
術
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て

地
元
農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化

を
図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な

げ
て
参
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
に
つ
い
て
、
ラ
ッ
プ

購
入
支
援
を
継
続
し
、
水
田
の
有
効

活
用
と
畜
産
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
、
安
定
し

た
生
産
体
制
の
確
立
と
単
収
向
上
を

図
る
た
め
、
優
良
種
苗
の
確
保
・
供
給

を
中
心
と
し
た
種
苗
支
援
対
策
を
行

う
と
と
も
に
、
国
の
事
業
を
活
用
し
た

地
力
増
進
・
肥
培
管
理
・
病
害
虫
防
除

対
策
に
よ
り
単
収
向
上
対
策
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ

い
て
は
、
基
腐
病
対
策
と
し
て
「
持
ち

込
ま
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
残
さ
な
い
」

の
基
本
防
除
の
徹
底
を
図
り
、
蒸
熱
処

理
装
置
の
利
用
促
進
、
排
水
対
策
や
保

温
資
材
へ
の
支
援
、
健
全
種
苗
の
早
期

確
保
を
進
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

産
地
維
持
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
、
農
業
コ
ス
ト
が
依

然
高
止
ま
り
し
て
い
る
も
の
の
、
子
牛

価
格
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
、
経
営
安
定
と
生
産
基

盤
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
堆
肥
セ

ン
タ
ー
で
は
製
糖
工
場
副
産
物
を
活

用
し
た
堆
肥
製
造
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
と
販
売
拡
大
を
進
め
、
土
づ
く
り
と

耕
畜
連
携
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
特
用
林
産
物
で
あ
る
シ
キ
ミ
・
ヒ
サ

カ
キ
に
つ
い
て
、
市
場
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
省
力
化
機
械

の
導
入
を
図
る
な
ど
、
生
産
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に

つ
い
て
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
の
進
行
に
よ
り
、
集
落
機
能

の
低
下
や
地
域
に
お
け
る
共
同
活
動

の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
地
域
ぐ
る
み

で
農
地
や
農
村
を
守
り
続
け
る
活
動

を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

○
介
護
・
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
要
望
に
応

え
上
限
額
５
千
円
を
維
持
す
る
た
め
、

町
が
費
用
負
担
を
行
い
、
引
き
続
き
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や

社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
、
健
康
維
持

や
介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。
介
護
現
場
で
の
労
力

を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
事

務
を
軽
減
し
効
率
化
を
図
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
な
ど
、
総
合
的
な
環
境
整
備
を
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推
進
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
料
の
全
額

助
成
を
引
き
続
き
行
っ
て
参
り
ま
す
。

○
企
画
部
門
に
つ
い
て

　

本
年
10
月
15
日
に
町
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
ぐ
る
み

で
行
う
各
種
記
念
事
業
を
通
し
て
、
本

町
の
良
さ
と
魅
力
を
効
果
的
に
発
揮

し
、
町
民
の
町
に
対
す
る
愛
着
感
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
外
に
対
し

て
も
本
町
の
認
知
度
、
好
感
度
を
高
め

て
も
ら
い
、
定
住
あ
る
い
は
交
流
の
地

と
し
て
の
定
着
を
促
進
さ
せ
、
ま
た
、

町
政
へ
の
関
心
を
高
め
、
町
民
と
の
協

働
に
よ
る
町
政
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

を
活
用
し
民
間
企
業
が
整
備
し
た
拠

点
施
設
も
活
用
し
な
が
ら
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
ま
た
、
南
種
子
町
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
よ
る
学
生

の
職
業
観
や
就
労
意
識
の
向
上
を
図

り
自
ら
の
適
性
・
適
職
を
考
え
る
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
町
で
の
学

び
に
よ
る
関
係
人
口
を
創
出
し
、
本
町

の
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

○
地
域
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

　
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
活
用
し
た「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」事
業
に
取
り
組
み
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
の
実
現
を
引
き
続
き
図
っ

て
参
り
ま
す
。

○
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）
や
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
と
包
括

連
携
協
定
な
ど
に
よ
り
協
力
体
制
を

強
化
し
、
打
上
げ
支
援
対
策
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
更
な

る
連
携
を
図
り
ま
す
。

○
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
茎

南
小
学
校
建
替
工
事
に
つ
い
て
、
本
年

９
月
か
ら
の
本
校
舎
で
の
授
業
開
始

に
向
け
、
児
童
の
安
全
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

○
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
引
き
続
き
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
子
育
て
支
援
対
策
と
し

た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、学
校
や
地
域
で
の「
食

育
」
を
推
進
し
、
南
種
子
町
産
の
米
や

野
菜
な
ど
を
活
用
し
た
「
地
産
地
消
」

に
加
え
、
有
機
野
菜
な
ど
を
活
用
し
た

安
心
安
全
で
お
い
し
い
「
学
校
給
食
」

を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
、「
南

種
子
う
ま
れ
の
黒
毛
姫
牛
」
を
使
っ
た

給
食
を
年
間
通
し
て
提
供
し
、
畜
産
農

家
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
南
種
子
産

牛
肉
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
社
会
体
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

前
之
峯
陸
上
競
技
場
や
健
康
公
園

野
球
場
な
ど
各
施
設
の
改
修
を
行
い
、

安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
活
動
拠

点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

承
認
案
件

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
７
年
度
南
種
子
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）】

　

２
月
８
日
投
開
票
の
衆
議
院
議
員

選
挙
費
用
に
つ
い
て
専
決
処
分
を

行
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
承
認
を

求
め
る
も
の
。

条
例
案
件

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

一
般
職
の
職
員
と
の
均
衡
な
ど

を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
が
適
切
と

い
っ
た
観
点
や
、
国
及
び
他
市
町
な
ど

に
準
じ
、
期
末
手
当
基
礎
額
の
加
算
割

合
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の南
種
子
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

期
末
手
当
の
加
算
を
受
け
る
職
員

及
び
加
算
割
合
に
つ
い
て
、
国
及
び

他
市
町
な
ど
に
準
じ
期
末
手
当
基
礎

額
の
加
算
割
合
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

南
種
子
町
屋
根
付
き
ふ
れ
あ
い
広
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

南
種
子
町
立
中
央
公
民
館
の
屋
内

運
動
場
跡
地
に
令
和
７
年
度
整
備
を

進
め
て
い
る
、
南
種
子
町
屋
根
付
き
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事
件
案
件

ふ
れ
あ
い
広
場
を
、
令
和
８
年
度
よ

り
供
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の

南
種
子
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

中
央
公
民
館
の
屋
内
運
動
場
及
び

弓
道
場
の
解
体
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」

が
創
設
さ
れ
、
令
和
８
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

南
種
子
町
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

旧
南
種
子
町
特
産
品
開
発
セ
ン

タ
ー
の
移
転
に
伴
い
、
現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
新
た
な
施
設
が
完
成
す

る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
名
称
及
び
位

置
並
び
に
管
理
運
営
体
制
を
実
態
に

即
し
た
も
の
へ
見
直
す
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

南
種
子
町
役
場
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

福
祉
事
務
所
と
し
て
の
法
定
事
務

を
県
へ
移
管
し
た
こ
と
に
伴
い
、
事

務
所
を
存
続
さ
せ
る
法
的
・
実
務
的

な
必
要
性
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

「
福
祉
事
務
所
」
を
廃
止
し
、
あ
ら
た

に
「
町
民
福
祉
課
」
と
し
て
課
を
設

置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

　
令
和
８
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
当

初
予
算

　
総
額
79
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
か
ら
６
・
０
％
の
増

額
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

地
方
交
付
税
24
億
７
７
０
０
万
円
、

国
県
支
出
金
14
億
９
３
２
６
万
４
千

円
、
町
税
８
億
９
４
６
０
万
円
４
千

円
、
町
債
13
億
４
９
０
万
円
な
ど

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

茎
南
小
校
舎
建
設
事
業
、
防
災
無
線

設
備
更
新
工
事
、
前
之
峯
陸
上
競
技

場
整
備
事
業
、
健
康
公
園
野
球
場
電

気
設
備
改
修
工
事
、
備
蓄
倉
庫
前
駐

車
場
整
備
事
業
な
ど

令
和
８
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
当
初
予
算

　
総
額
７
億
５
３
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
か
ら
３・
７
％
の
減

額
。

令
和
８
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
当
初
予
算

　

総
額
６
億
８
９
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
か
ら
０・
１
％
の
減

額
。

令
和
８
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

　

総
額
１
億
２
２
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
か
ら
13
・
３
％
の
増

額
。

令
和
８
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
当
初
予
算

　

事
業
活
動
に
伴
う
収
益
的
収
支
は
、

収
入
２
億
３
８
５
６
万
６
千
円
、
支
出

２
億
６
５
８
３
万
３
千
円
、
資
本
的
収
支

は
、
収
入
５
２
０
２
万
２
千
円
、
支
出

１
億
３
０
６
６
万
６
千
円
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

令
和
７
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

令
和
７
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令
和
７
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令
和
７
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
７
～
９
年
度　

南
種
子
町
防

災
行
政
無
線
設
備
更
新
工
事
の
契
約

に
つ
い
て

南
種
子
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　

各
種
の
過
疎
対
策
が
、
令
和
８
年

３
月
末
で
期
限
を
迎
え
る
た
め
、
新

た
に
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
の
計
画

を
策
定
す
る
も
の

予
算
案
件



■歳出（性質別）
区　　　分 予　算　額 構成比

義務的
経　費

人件費 12 億 4,683 万 1 千円 15.8%
扶助費 4 億 9,150 万 8 千円 6.2%
公債費 6 億 7,912 万 2 千円 8.6%

投資的
経　費

普通建設事業費 23 億 3,032 万 8 千円 29.4%
災害復旧事業費 169 万 4 千円 0.0%

その他
経　費

物件費 10 億 8,904 万 6 千円 13.8%
維持補修費 1 億 3,212 万円 1.7%

補助費等 14 億 5,456 万 7 千円 18.4%
繰出金 3 億 5,804 万 8 千円 4.5%
その他 1 億 1,073 万 6 千円 1.3%

予 備 費 2,000 万円 0.3%

■歳出（目的別）
区 分 予 算 額 構成比
 総 務 費 13 億 3,210 万 3 千円 16.8%
民 生 費 8 億 9,401 万 2 千円 11.3%
衛 生 費 5 億 9,218 万 4 千円 7.5%
農林水産業費 6 億 3,743 万 9 千円 8.1%
土 木 費 5 億 6,395 万 9 千円 7.1%
消 防 費 6 億 2,574 万 4 千円 7.9%
教 育 費 19 億 1,624 万 5 千円 24.2%
公 債 費 6 億 7,912 万 2 千円 8.6%
諸 支 出 金 4 億 3,041 万 4 千円 5.4%
そ の 他 2 億 2,277 万 8 千円 2.8%
予 備 費 2,000 万円 0.3%

■歳入
区 分 予 算 額 構成比 区 分 予 算 額 構成比

自主
財源

町 税 8 億 9,460 万 4 千円 11.3%

依存
財源

地方交付税 24 億 7,700 万円 31.3%
繰 入 金 10 億 8,597 万 4 千円 13.7% 町 債 13 億 490 万円 16.5%
諸 収 入 8,120 万 7 千円 1.0% 国県支出金 14 億 9,326 万 4 千円 18.9%
そ の 他 3 億 4,073 万 4 千円 4.3% そ の 他 2 億 3,631 万 7 千円 3.0%

■特別会計
会 計 名 予 算 額 会 計 名 予 算 額

国 民 健 康 保 険 7 億 5,300 万円 後期高齢者医療保険 1 億 2,200 万円
介 護 保 険 6 億 8,900 万円

一般会計歳入歳出総額一般会計歳入歳出総額 ７9億 1,400 万円７9億 1,400 万円
（前年度当初予算比　6.0％の増）

令和 8 年度当初予算令和 8 年度当初予算

町税町税
8億9,460万円8億9,460万円
（11％）（11％）

自主財源自主財源
（30％）（30％）

依存財源依存財源
（70％）（70％）

歳入

地方交付税地方交付税
24億7,700万円（31％）24億 7,700万円（31％）

町債町債
13億０４９０万円13億０４９０万円
（17％）（17％）

国庫支出金国庫支出金
14億9,326万円14億 9,326万円
（19％）（19％）

繰入金繰入金
10億8,597万円10億 8,597万円
（14％）（14％）

※グラフの凡例については主要な項目のみ掲載しています。

総務費総務費
13億3,210万円13億 3,210万円
　（17％）　（17％）

民生費民生費
8億9,401万円8億9,401万円
　（11％）　（11％）

公債費公債費
6億7,912万円6億7,912万円
（9％）（9％）

農林水産業費農林水産業費
6億3,743万円6億3,743万円
（8％）（8％）

教育費教育費
19億1,624万円19億 1,624万円
（24％）（24％）

諸支出金諸支出金
4億3,041万円4億3,041万円
（5％）（5％）

土木費土木費
5億6,395万円5億6,395万円
（7％）（7％）

歳出
（目的別）

■水道事業会計
収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

収 入 2 億 3,856 万 6 千円 収 入 5,202 万 2 千円
支 出 2 億 6,583 万 3 千円 支 出 1 億 3,066 万 6 千円

歳出
（性質別）

衛生費衛生費
5億9,218万円5億9,218万円
（8％）（8％）

消防費消防費
6億2,574万円6億2,574万円
（8％）（8％）

人件費人件費
12億4,683万円12億 4,683万円
（16％）（16％）

扶助費扶助費
4億9,150万円4億9,150万円
（6％）（6％）
公債費公債費
6億7,912万円6億7,912万円
（9％）（9％）

普通建設事業費普通建設事業費
23億3,032万円23億 3,032万円
（29％）（29％）

物件費物件費
10億8,904万円10億 8,904万円
（14％）（14％）

補助費補助費
14億5,456万円14億 5,456万円
（18％）（18％）

繰出金繰出金
3億5,804万円3億5,804万円
（5％）（5％）

義務的経費義務的経費
（31％）（31％）

その他の経費その他の経費
（40％）（40％）

投資的経費投資的経費
（29％）（29％）
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令和７年度 再編交付金事業
令和 7 年度は、再編交付金を活用して以下の事業を実施しました。　　　　　　　　　（単位：千円）

事業名 事業の内容 事業費
 特産品開発センター整備事業  特産品開発センター建設工事及び調理機器購入 146,821

 前之峯陸上競技場整備事業  前之峯陸上競技場整備に伴う基金への積み立て 135,610

 肥料・飼料価格高騰対策事業  肥料・飼料購入者に対する支援 60,567

 街路灯 LED 化事業  上中本通り街路灯の LED 化工事（４基） 13,748

 漁業操業支援事業  漁業操業に必要な経費の支出に対する支援 8,093

 トレーニングセンター照明 LED 化事業  競技スペース以外の照明 LED 化工事 4,147

 小・中学校特別教室空調整備事業  小・中学校特別教室空調整備に伴う実施設計業務委託 2,711

 消防・救急機材購入事業	  赤外線カメラ・スピーカー付き無人航空機購入（2 台） 2,304

 育苗施設車両購入事業  トラクター購入（1 台） 2,298 

令和 8 年度 再編交付金予定事業
令和 8 年度は、再編交付金を活用して以下の事業を実施する予定です。　　　　　　（単位：千円）

事業名 事業の内容 事業費
 前之峯陸上競技場整備事業  外周舗装張り替え・ライン工・本部席前側溝布設替え 115,430
 健康公園野球場電気設備改修事業  照明ＬＥＤ化工事・放送室及び控室への空調整備 53,328
 備蓄倉庫前駐車場整備事業  アスファルト舗装・区画線 44,664
 武道館改修事業  照明ＬＥＤ化工事・入口改修・外壁補修塗装・屋根修繕 35,288
 中学校特別教室空調整備事業  特別教室への空調整備 33,693
 屋内運動場外構整備事業  中央公民館屋内運動場の外構工事 26,371
 街路灯 LED 化事業  上中本通り街路灯のＬＥＤ化工事（５基） 20,130
 西之・長谷地区公民館トイレ改修事業  バリアフリー化・ブース分け・洋式化工事 14,124
 河内温泉センター空調整備事業  未設置箇所への空調整備 10,324
 河内温泉センター施設内外補修事業  トイレ洋式化・浴室鏡取り替え・外構補修工事 9,622
 漁業操業支援事業  漁業操業者に必要な経費の支出に対する支援 8,106
 非常用発電機購入事業  熊毛地区消防組合南種子分遣所の非常用発電機の更新 7,752
 自然の家宿泊棟外壁補修塗装事業  外壁補修塗装 5,533
 保育園照明 LED 化事業  照明ＬＥＤ化工事 4,840
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Town Topics
　

町
で
は
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ

て
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実
現
を
目
指
し
、
家
庭
や
地
域
社

会
と
協
力
し
て
、
教
育
活
動
の
更
な

る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　
⑴
始
業
式
、
入
学
式
の
在
り
方

　
⑵
土
曜
授
業
の
実
施

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
令
和
８

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

⑴
始
業
式
、
入
学
式
の
在
り
方

　
①
離
島
へ
の
異
動
な
ど
を
勘
案
し
、

新
年
度
の
学
校
経
営
方
針
や
児
童
生

徒
に
対
す
る
共
通
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
要
す
る
。

　

②
始
業
式
と
入
学
式
が
同
日
で
あ

る
と
、
新
た
な
担
任
と
児
童
生
徒
と

の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
学
級
活
動

な
ど
の
十
分
な
新
年
度
準
備
が
で
き

な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
学
校
が
落

ち
着
い
た
状
態
で
入
学
、
進
級
す
る

児
童
生
徒
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
よ
り
春
休
み
を
延
長
し
、
始

業
式
と
入
学
式
を
別
日
に
設
定
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
在
校
生
に
対
し
て

は
、
各
学
期
の
始
業
式
と
入
学
式
の

日
に
学
校
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

始
業
式
…
４
月
８
日

入
学
式
…
４
月
９
日
（
午
前
：
小
学
校
、

午
後
：
中
学
校
）

⑵
土
曜
授
業
の
実
施

　

こ
れ
ま
で
、
年
７
回
程
度
行
っ
て

い
た
土
曜
授
業
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
の
判
断
で
、
地
域
と
連
携
し
た
価

値
あ
る
教
育
活
動
を
年
３
回
ま
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会　
管
理
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

教
育
課
程
編
成
の

　　　　　　　
見
直
し
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
福
祉
行
政
の
効
率
的

な
運
営
を
図
り
、安
定
し
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、
令
和

８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
福
祉
事
務

所
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
廃
止
日
：
令
和
８
年
３
月
31
日

●
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
『
町
民

福
祉
課
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　

今
後
は
、
県
と
の
役
割
分
担
の
整

理
を
踏
ま
え
、
必
要
な
業
務
を
町
民

福
祉
課
で
対
応
す
る
体
制
へ
移
行
し

ま
す
。

　

な
お
、
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て
い

た
各
種
相
談
や
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
、
内
容
に
応
じ
て
県

（
熊
毛
支
庁
）
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
の
手
続
き
方
法
や
利

用
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

※
福
祉
事
務
所
を
廃
止
し
、
鹿
児
島

県
へ
事
務
移
管

　

福
祉
事
務
所
業
務
を
専
門
性
や
人

的
体
制
を
有
す
る
鹿
児
島
県
が
一
体

的
に
担
い
、
事
務
処
理
を
行
う
こ
と

が
適
切
、
最
善
で
あ
る
と
判
断
し
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
廃
止
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

た
人
的
・
物
的
資
源
を
よ
り
よ
い
方

法
で
活
用
し
行
政
運
営
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
福
祉
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
１
）

南
種
子
町
福
祉
事
務
所
が
廃
止
さ
れ
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
『
町
民
福
祉
課
』
が
新
設
さ
れ
ま
す
！
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行政トピックス

　

南
種
子
町
で
は
、
毎
年
地
区
の
輪

番
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
３
月
８
日
（
日
）

に
長
谷
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
震
を
想
定
し
た
避
難
行
動
を
行

い
、
長
谷
地
区
総
合
広
場
に
集
合
し

た
後
、
南
種
子
分
遣
所
職
員
の
指
導

の
も
と
応
急
救
護
訓
練
と
消
火
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
の
最
後
に
、

今
年
度
導
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
実
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
自
主
防
災
組
織
で
あ
る

地
域
の
力
が
大
変
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
家
具
の
固
定
や

防
災
用
品
の
備
蓄
と
い
っ
た
対
策
の

ほ
か
、
ご
家
族
で
災
害
時
の
行
動
に

つ
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
は
、
上
中
地
区
で
実
施
予

定
で
す
。

 

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
消
防
交
通
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
６
）

町
防
災
訓
練
を
実
施

　

２
月
19
日
（
木
）
鹿
児
島
県
花
き

振
興
会
主
催
で
「
令
和
７
年
度
鹿
児

島
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
レ

ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
部
門
11
点
、
そ

の
他
葉
物
・
枝
物
部
門
5
点
（
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
２
点
、
シ

キ
ミ
２
点
、
ヒ
サ
カ
キ
１
点
）
が
出

品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
部
門（
敬
称
略
）

【
金
賞
】
松
村　
沙
奈
絵
（
島
間
）

【
金
賞
】
古
市　
真
也
（
上
中
）

【
銀
賞
】
雨
田　
俊
哉
（
長
谷
）

◆
そ
の
他
葉
物
・
枝
物
部
門
（
敬
称
略
）

【
銀
賞
】丸
塚　
渡（
長
谷
）〈
ヒ
サ
カ
キ
〉

　
ま
た
、
２
月
21
日
（
土
）
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
タ
in
鹿
児
島
に
お
い
て
、
レ

ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
部
門
で
金
賞
を

受
賞
し
た
松
村
沙
奈
絵
さ
ん
が
、
九

州
農
政
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

「
鹿
児
島
県
フ
ラ
ワ
ー

    

コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
！

九州農政局長賞を九州農政局長賞を
受賞した松村さんの受賞した松村さんの
レザーリーフファンレザーリーフファン

　

町
内
各
地
に
お
い
て
、
３
月
上
旬

か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
田
植
え
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

南
種
子
町
は
、
温
暖
な
気
候
を
生

か
し
た
超
早
場
米
の
産
地
と
し
て
有

名
で
す
。
３
月
10
日
（
火
）、
茎
永
松

原
の
石
堂
裕
司
さ
ん
の
水
田
で
は
、

種
子
島
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会

の
主
催
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
っ
た

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
に
よ
る
植
付
作
業

が
試
験
的
に
行
わ
れ
、
多
く
の
農
家

が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
内
で
は
、
４
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
、

田
植
え
作
業
が
続
き
ま
す
。

町
内
各
地
で
早
期
米

の
田
植
え
始
ま
る
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Town Topics
　
３
月
９
日（
月
）町
長
室
に
お
い
て
、

本
町
か
ら
自
衛
隊
へ
入
隊
す
る
方
に

対
し
、
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
小
園
裕
康
町
長
に
よ
る

激
励
の
言
葉
や
、
入
隊
さ
れ
る
大
脇

明
爽
さ
ん
（
上
中
）
に
よ
る
誓
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

　

町
で
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
自
衛
官

等
募
集
事
務
に
対
し
て
、
根
拠
法
令

に
基
づ
き
募
集
対
象
者
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
募
集

対
象
者
情
報
か
ら
の
除
外
申
請
の
受

付
を
、
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

【
募
集
対
象
者
】

　

日
本
の
国
籍
を
有
し
、
本
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
っ
て
、
当
該
年
度
に
18
歳
に
な

る
方
。

【
募
集
対
象
者
情
報
】

　

募
集
対
象
者
に
係
る
住
民
基
本
台

帳
の
情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
住
所
お

よ
び
性
別
。

　

除
外
申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
総
務
課
消
防
交
通
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
消
防
交
通
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
６
）

自
衛
隊
入
隊
者
壮

行
会

入隊する大脇明爽さん（写真左から 3 番目）入隊する大脇明爽さん（写真左から 3 番目）

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る

募
集
対
象
者
情
報
の
除
外
申

募
集
対
象
者
情
報
の
除
外
申

請
の
受
付
に
つ
い
て

請
の
受
付
に
つ
い
て

ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果 　
２
月
21
日
（
土
）
か
ら
25
日
（
水
）

の
５
日
間
、
第
73
回
鹿
児
島
県
下
一

周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

薩
摩
路
・
大
隅
路
の
全
52
区
間

５
６
７・５
㎞
を
、
各
地
区
の
代
表
選

手
が
郷
土
の
期
待
を
胸
に
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
地
元
選

手
と
し
て
、
古
市
翔
南
さ
ん
、
佐
藤

謙
太
さ
ん
、
片
板
一
大
さ
ん
が
、
ふ

る
さ
と
選
手
と
し
て
冨
永
大
喜
さ
ん
、

川
元
翼
さ
ん
の
５
人
が
出
走
し
、
５

日
間
に
渡
り
懸
命
に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、

沿
道
の
皆
さ
ん
に
感
動
を
与
え
る
走

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。熊
毛
チ
ー

ム
は
総
合
12
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
２
月
22
日
（
日
）、３
月
１
日
（
日
）、

７
日
（
土
）
の
３
日
間
、
郡
山
総
合

運
動
公
園
な
ど
県
内
各
会
場
で
、
第

52
回
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
２
、３
回
戦
を
接
戦
の
末
勝

ち
上
が
り
、
見
事
ベ
ス
ト
16
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
惜
し
く
も
４
回
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
精
一

杯
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
今
後
の
更
な

る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

第第
7373
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡

回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡

対
抗
駅
競
走
大
会

対
抗
駅
競
走
大
会

第第
5252
回
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ

回
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会



介護職員初任者研修のご案内
期　間

　　令和 8 年5月16日 ( 土 ) から

　　令和 8 年7月26日 ( 日 ) まで

時　間　午前９：００～午後５：００

定　員　10人

受講料　81,400 円　→　

※無料は南種子町民に限ります。

※研修課程の全てを履修した方のみ

　無料となります。

未来の介護を支える第一歩、この研修から始めよう！
南種子町は官民一体となって、介護人材の育成に取り組みます。

　「高齢者もその家族も住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり」をめざして、介護サービス

事業所で構成される「南種子町介護保険サービス事業推進協議会」とともに、官民一体となって不

足する介護人材の育成に取り組みます。

実績：令和 5 年度修了生 13 人・令和 6 年度修了生 13 人・令和 7 年度修了生 6 人

介護職員初任者研修とは？

　基礎的な介護のスキルを学ぶための入門資格で、2013 年に廃止された「ホームヘルパー２級」の

後継としてできました。この資格を修了することにより、訪問介護事業所でホームヘルパーとして働く

ことができます。研修を修了すると修了証が交付されます。

介護関係への就職を考えている方の応募をお待ちしております！

◆介護の仕事をしてみたい　　　◆介護現場で働いており、スキルアップを図りたい

◆家族の介護に役立つ知識・ノウハウを知りたい

お申込み・お問合せ

南種子町介護保険サービス事業推進協議会事務局（南種子町社会福祉協議会内）

☎ 0997-26-1703　Mail　cosw-m@dream.ocn.ne.jp

 お申し込み締切：令和 8 年 4 月24 日（金）

5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

6月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

7月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

無料

※色のついている箇所が研修日です。

南種子町からの全額補助により！

場　所　　中種子町野間 3213-3　（就労支援ねいろ 24 研修室：旧中種子町森林組合）

　　　　　※実習用福祉用具が研修に必要なため、上記会場となっております。

　　　　　※ ( 有 ) 西日本ヘルパー養成事業（県指定事業者）が実施主体です。

内　容　　計１２回のスクーリング（家庭学習・卒業試験あり）

※町では、介護人材確保事業として、介護事業所へ新規就職された支給条件を満たす方に対し、

就職奨励金などを支給します。詳しい内容については、町ホームページをご確認ください。

ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果

19　広報みなみたね　2026 年 4 月号
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InformationInformation
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
「
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
方
を
対

象
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無

料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、

治
療
を
し
な
け
れ
ば
肝
硬

変
、
肝
が
ん
な
ど
へ
と
重

症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。
早
期
発
見
・

治
療
の
た
め
に
早
め
に
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
実
施
場
所
】

　

県
内
各
保
健
所
、
一
部

の
医
療
機
関

※
実
施
医
療
機
関
な
ど
の

詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
検
査
は
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
検
査

を
受
け
る
機
関
へ
あ
ら
か

じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
鹿
児
島
県
」「
肝
炎
」「
無

料
検
査
」
で
検
索 

。

◎
問
＝
県
庁
感
染
症
対
策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
４

感
電
事
故
防
止
の
お
知

ら
せ

　
毎
年
３
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
、
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や

魚
釣
り
に
よ
る
感
電
事
故
が

増
え
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
電
線
近
く
で
鯉
の
ぼ
り
を

掲
げ
た
り
、
釣
り
を
し
た
り

す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で

す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り

糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場

合
は
、
感
電
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
手
を
触
れ
ず
に

お
近
く
の
九
州
電
力
送
配

電
（
株
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
熊
毛
配
電
事
業
所

【
無
料
電
話
】
☎
０
８
０
０

（
７
７
７
）
９
４
５
２

令
和
８
年
「
春
の
農
作

業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の

実
施
に
つ
い
て

　

農
作
業
が
盛
ん
に
な
る

４
月
か
ら
６
月
に
「
春
の
農

作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。
農
作
業
事
故
の

未
然
防
止
、
安
全
対
策
の
周

知
徹
底
・
強
化
を
図
り
ま

す
。

・
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒

を
防
ぐ
た
め
、
ほ
場
周
辺
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
、
改

善
・
補
強
ま
た
は
回
避
行
動

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
キ
ャ

ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着

し
、
運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
詰
ま
り
や
作
業
機
停
止
な

ど
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
対
処

し
ま
し
ょ
う
。

・
農
業
者(

特
に
高
齢
農
業

者)

へ
、
家
族
や
知
人
か
ら

の
「
声
か
け
」
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補

給
を
行
う
な
ど
、
熱
中
症
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
人
航
空
機
利
用
の
農
作

業
で
は
、
作
業
前
に
、
ほ
場

周
り
の
障
害
物
や
風
向
き

を
確
認
し
、
接
触
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

「
鹿
児
島
県　

農
作
業
の

安
全
」
で
検
索)

◎
問
＝
県
庁
経
営
技
術
課

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
３
１
５
５

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

発
達
障
害
啓
発
週
間
に

つ
い
て

　

毎
年
４
月
２
日
は
国
連

が
定
め
た
「
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
」、
ま
た
、
同
日

か
ら
８
日
ま
で
は
「
発
達

障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す

る
発
達
障
害
の
方
は
、
他

人
の
意
図
や
感
情
を
直
感

的
に
理
解
し
た
り
、
言
葉

を
適
切
に
使
っ
た
り
す
る

こ
と
な
ど
が
苦
手
な
場
合

が
あ
り
、
学
校
や
職
場
で

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難

に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ

け
や
家
庭
環
境
が
原
因
で

は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達

に
関
係
す
る
も
の
で
、
見

た
目
に
は
障
害
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、

行
動
や
態
度
が
誤
解
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
特
徴
を
知

り
、
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

「
鹿
児
島
県　

世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」
で
検
索)

◎
問
＝
県
庁
障
害
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
４
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▼
課
長
級

　
【　

】
は
旧
職
名

濱
田
　
伸
一

総
務
課
参
事

【
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
】

河
東
　
昭
寛

教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
兼
社
会
体
育
係
長

【
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
補
佐
兼
社
会
体
育

係
長
】

人
事
異
動

　
　
　（

2
月
24
日
付
）

・
障
害
が
あ
る
の
で
、
お
店

に
配
慮
や
お
願
い
し
た
い

こ
と
が
あ
る
が
、
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

・
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ
の

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ

い
て
、
何
を
す
れ
ば
良
い

か
分
か
ら
な
い
。

　

こ
ん
な
と
き
は
、
内
閣

府
障
害
者
差
別
に
関
す
る

相
談
窓
口
「
つ
な
ぐ
窓
口
」

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（「
つ
な
ぐ
窓
口
」

で
検
索
）

○
つ
な
ぐ
窓
口
専
用
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
：https://

sabekai-tsunagu.go.jp/

○
メ
ー
ル
：info@

m
ail.

sabekai-tsunagu.go.jp

☎
０
１
２
０
（
２
６
２
）
７
０
１

◎
問
＝
鹿
児
島
県
障
害
者
く
ら

し
安
心
相
談
窓
口
（
月
～
金
）

県
庁
障
害
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
１
１
０

　

県
で
は
、
体
の
不
自
由
な

方
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
自
動

車
に
つ
い
て
、
自
動
車
税
の

減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲
に

該
当
す
れ
ば
、
減
免
と
な
り

ま
す
。

　
減
免
上
限
額
を
超
え
る
差

額
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
税
額
や
手
続

な
ど
、
詳
し
く
は
鹿
児
島
地

域
振
興
局
自
動
車
税
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
、
准
看
護
師
の
免
許
を
お

持
ち
の
方
が
、
看
護
職
を
離

れ
る
際
に
は
、
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
の
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
届
出
を
す
る
と
、
本
人
の

意
向
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

・
す
ぐ
に
就
職
し
た
い
方

　

→
医
療
機
関
の
最
新
の

求
人
情
報
を
提
供
し
ま
す

・
子
育
て
中
で
復
職
を
考
え

て
い
る
方

　
→
復
職
に
必
要
な
医
療
、

看
護
の
知
識
や
技
術
な
ど

を
学
ぶ
「
復
職
支
援
研
修
」

の
案
内
な
ど

◆
届
出
方
法

届
出
は
、「
と
ど
け
る
ん
」

か
ら
。
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン

で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

https //todokerun.
nurse-center.net/
todokerun/

◎
問
＝
鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
８
０
２
５

県
庁
医
師
・
看
護
人
材
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
３
６

　

県
で
は
、
不
妊
・
不
育

症
に
関
す
る
専
門
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
お
り
、
医

師
・
助
産
師
な
ど
が
相
談

員
と
し
て
、
相
談
者
の
意

思
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
全
て
無
料
で
す
。

○
相
談
内
容　

不
妊
の
検

査
・
治
療
方
法
、
不
妊
に

関
す
る
専
門
的
な
相
談
、

不
妊
治
療
に
伴
う
悩
み
や

不
安
な
ど
の
相
談
、
不
育

症
の
相
談
な
ど

※
助
成
金
に
関
す
る
相
談

は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

を
管
轄
し
て
い
る
保
健
所

ま
で

問
＝
専
門
相
談
窓
口
（
鹿
児
島

大
学
病
院
）

☎
０
９
９
（
２
７
５
）
６
８
３
９

身
体
障
害
者
な
ど
に
対

す
る
自
動
車
税
の
減
免

障
害
者
差
別
に
関
す
る

相
談
窓
口
「
つ
な
ぐ
窓

口
」
の
ご
案
内

看
護
職
員
の
皆
さ
ま
、

離
職
の
際
は
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
へ
届
け
出
を
！

不
妊
や
不
育
症
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
ご
案
内



宇宙のまち話題

　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与
するため、敬老金を支給しています。
　2 月 25 日（水）満 100 歳の誕生日を迎え
られた木原フジ子さん（長谷）に、ご家族が同
席する中、小脇隆則副町長からお祝いの言葉と
ともに敬老金が手渡されました。
　木原さんは、介護施設で元気に生活されてい
ます。これからもますますお元気で、長生きさ
れることを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給
　2 月 9 日（月）、昭和 26 年に茎南中学校を卒業さ
れたみなさんが集まり、同窓会が行われました。
　現在、地元の同窓生が９人いるそうですが、90
歳を迎え、体の不調などにより集まる機会が少なく
なって来たそうです。そんな中、少しでも同窓生が
集まる場を設けたいとのことで、今回、同窓会が計
画されました。
　当日は、日髙チセさん宅に 5 人の同窓生が集ま
り、美味しい料理を囲みながら昔話に花を咲かせ、
楽しい一日を過ごされていました。

90 歳の同窓会90 歳の同窓会

　3 月 5 日（木）町漁業協同組合本所におい
て、令和 8 年モジャコ漁安全操業祈願祭が執
り行われ、町漁協組合長や船長・乗り子など関
係者が参列し、今期の無事故無災害並びに豊漁
を祈願しました。あいさつでは浦邊美智生組合
長が、「もじゃこ漁は、ここ数年右肩上がりと
なっていますが、今年も気を引き締めて漁をお
こなってください。」と述べられ、小園裕康町
長は、「安全第一で、モジャコ漁の豊漁を期待
します。」と激励されました。

モジャコ漁安全操業祈願祭モジャコ漁安全操業祈願祭
　令和８年２月２５日（水）熊毛支庁において、令和
７年度「たねやくきらめき表彰」表彰式が行われ、片
板一郎氏（茎永）が受賞されました。
　片板氏は令和６年度まで種子屋久農協花き振興会長
を務められ、産地振興をけん引されるとともに、新規
生産者の早期経営安定に向けた栽培技術指導や、新規
生産者の確保・育成に積極的に取り組まれ、全国一の
レザーリーフファン産地の持続的発展に大きく貢献さ
れました。今回はその功績が称えられての表彰となり
ました。栄えある受賞、誠におめでとうございます。

令和 7 年度 たねやくきらめき表彰令和 7 年度 たねやくきらめき表彰

写真右：片板一郎さん写真右：片板一郎さん
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Photo News
Photo News

　３月 10 日（火）、令和７年度鹿児島県森林・林
業振興大会において功労者表彰を受賞された元川
義一さん（長谷）が役場を訪れ、小園町長へ報告
を行いました。
　元川さんは、地域林業の振興や木材利用の促進
に寄与され、林業・木材産業の発展に大きく貢献
されました。その功績が認められ、今回の受賞と
なりました。
　栄えある受賞、おめでとうございます。

鹿児島県森林・林業振興大会表彰鹿児島県森林・林業振興大会表彰

　3 月８日（日）下中八幡神社のお田植祭が行
われました。４月に行われる茎永の宝満神社の
お田植祭に並び、現在種子島でお田植祭が伝承
されているのはこの２ヵ所だけで、宝満神社で
は赤米のお田植が行わるのに対し、八幡神社で
は白米のお田植えが行なわれます。神社での神
事の後、森山に隣接する御神田にて、太鼓に合
わせて花峰小学校の児童が田植え歌を唄いなが
らお田植えを行いました。子どもたちの元気な
田植え歌が、下中の田浦に響きました。

下中八幡神社お田植祭下中八幡神社お田植祭

　

　鹿児島銀行、鹿児島相互信用金庫、南日本銀行で
構成する種子島地区金融機関防犯協議会（会長 中村
建一郎鹿児島相互信用金庫種子島支店長）から、地
域貢献の一環として、小学校新１年生に対し、交通
安全グッズの寄贈がありました。
　3 月 6 日（金）に、奥慎一郎南日本銀行種子島支
店長が町教育委員会を訪れ、「児童の皆様の安全確
保の一助となれば」と寄贈いただきました。
町教育委員会では、町内小学校に配布し、新１年生
の交通事故防止に役立てて参ります。

交通安全グッズを寄贈交通安全グッズを寄贈

　

　公益社団法人鹿児島県トラック協会（鳥部
敏雄会長）では、昭和 62 年より子どもたちの
交通安全に対する意識の高揚を図ることを目的
に、交通安全教材を作製し、県下の新入学児童
を対象に贈呈しています。
　3 月 16 日（月）に、県トラック協会南種子
支部長の八汐秀昭さんが町教育委員会を訪れ、
交通標識入り文具セットを寄贈いただきまし
た。町教育委員会では、町内小学校に配布し、
新１年生の交通安全教育を推進して参ります。

新入学児童へ交通安全教材を寄贈新入学児童へ交通安全教材を寄贈
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南
種
子
町
商
工
会
と
種
子

島
宇
宙
芸
術
祭
実
行
委
員
会

が
今
年
も
コ
ラ
ボ
！

　

４
月
26
日
（
日
）
南
種
子
町
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
は
た
ら
く
車
の
展
示
の
ほ

か
、
楽
し
い
企
画
を
準
備
中
で
す
。

詳
し
く
は
今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
も
情
報
発
信
い
た
し
ま
す

の
で
、
是
非
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

「
Ｓ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」

募
集
中
！

　

今
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
下
さ
る
方
を
募
集

中
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
準
備
や
当
日
の

運
営
な
ど
様
々
な
役
割
が
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
試
み
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
！

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト

参
加
方
法
】

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
『
Ｓ

Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
種
子
島
宇
宙
芸
術

祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）』
よ
り
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

① 

氏
名
の
登
録

② 

登
録
後
は
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
内

に
あ
る
ノ
ー
ト
を
ご
一
読
の
う
え
、

使
用
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

LINE オープンチャットLINE オープンチャット
「SAT Crew」「SAT Crew」

種子島宙芸術祭種子島宙芸術祭
公式インスタグラム公式インスタグラム

〈昨年のキッズフェスタの様子〉

宇宙のまち話題

　３月 11 日（水）南種子中学校卒業式が行われ、今
年度卒業生 47 人が、３年間慣れ親しんだ学び舎を後
にしました。
　卒業式では、保護者をはじめ来賓や在校生など多
くの参加者が見守るなか、一人一人に卒業証書が手
渡され、在校生送ることばや、卒業生別れのことば
などがありました。
　式の終了後には卒業生による合唱が行われ、みん
なが思い出を胸に刻みました。

南種子中学校卒業式南種子中学校卒業式

卒業生別れのことばを卒業生別れのことばを
述べる上妻皇典さ述べる上妻皇典さん ん 
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◆
介
護
人
材
確
保

◆
介
護
人
材
確
保

　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
事
業
◆

　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
事
業
◆

　
介
護
人
材
確
保
ポ
イ
ン
ト
事
業
と

は
、
町
が
令
和
３
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
事
業
で
、
若
者
、
中
年
齢
層
、

高
齢
者
層
な
ど
の
各
層
の
者
の
社
会

参
加
・
就
労
的
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
介
護
現
場
で
の
更
な
る
活

躍
を
支
援
し
、
介
護
人
材
の
裾
野
を

拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象
と
な
る
活

動
と
し
て
、

　
①
高
齢
者
の
通
い
の
場
（
サ
ロ
ン

な
ど
）
や
認
知
症
カ
フ
ェ
、
介
護
保

険
施
設
な
ど
に
お
け
る
介
護
周
辺
業

務
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
参

加
支
援
、
話
し
相
手
、
施
設
内
な
ど

の
清
掃
な
ど
）

　
②
在
宅
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
係

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
（
在
宅
高
齢
者
へ
の
声
か
け
、
見

守
り
、
ゴ
ミ
出
し
、
外
出
支
援
な
ど
）

　
③
町
が
認
め
る
介
護
分
野
へ
の
入

門
的
研
修
な
ど
の
各
種
研
修
の
受
講

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
介
護
分
野
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
地
域
に
お
け
る
住
民

主
体
の
介
護
予
防
活
動
を
推
進
す
る

事
業
と
し
て
、
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ

プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
高
齢
者
地
域

支
え
合
い
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

 

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

　
相
談
支
援
部
会
で
は
、
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
共
に
暮
ら
せ

る
地
域
作
り
を
目
指
し
、
日
々
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
お
子
さ
ま
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
か
ら
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
し

て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
初
め

て
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
た
お

子
さ
ま
を
養
育
し
て
い
く
保
護
者
が
、

不
安
に
感
じ
る
こ
と
や
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど

の
心
配
ご
と
に
対
し
て
、
相
談
窓
口
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
記
載
し
て
い
く

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
で
も
ど
ん
な
に
重
い
障
害
が

あ
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
作
成
〉

種
子
島
地
区
自
立
支
援
協
議
会 

相
談

支
援
部
会

屋
久
島
地
区
自
立
支
援
協
議
会 

医
療

的
ケ
ア
児
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

文
責
：
種
子
島
地
区
自
立
支
援
協
議
会

　
　
　
相
談
支
援
部
会
事
務
局

　
　
　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ね
い
ろ
24

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
康
子

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉗
１
１
５
５

医
療
的
ケ
ア
児
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作

成
つ
い
て

　
自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
☎
㉘
３
６
３
３
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２
月
27
日
（
金
）、
校
内
な
わ
と
び
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
い
つ
に
な
く
緊
張
し
た
面
持
ち
の

子
供
た
ち
。
自
分
で
決
め
た
目
標
を
達
成
し
、
自

分
史
上
最
強
の
結
果
に
な
り
た
い
！
そ
ん
な
気
持

ち
が
朝
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
長
谷
小
の
一
校
一
運
動
は
、
な
わ
と
び
。
毎
日

登
校
し
た
あ
と
は
、
な
わ
と
び
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
８
の
字
跳
び
の
練
習
に
熱

心
に
取
り
組
む
子
供
た
ち
の
姿
も
。

　
い
ざ
、
な
わ
と
び
大
会
が
始
ま
る
と
、
校
内
新

記
録
が
出
た
り
、
５
分
間
持
久
跳
び
で
低
学
年
ふ

く
め
５
人
が
ク
リ
ア
し
た
り
す
る
な
ど
、
長
谷
っ

子
み
ん
な
大
活
躍
！
保
護
者
の
方
数
名
も
持
久
跳

び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

長谷長谷小学校小学校

　

３
月
６
日
（
金
）、
卒
業
生
と
宇
宙
留
学
生
を
送
る

会
を
開
き
ま
し
た
。
１
年
間
ま
た
は
そ
れ
以
上
、
共
に

過
ご
し
た
仲
間
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
会
で

す
。
各
学
級
が
出
し
物
を
し
た
り
、
み
ん
な
で
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
卒
業
生
・
留

学
生
チ
ー
ム
対
在
校
生
チ
ー
ム
で
行
っ
た
綱
引
き
も
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
送
る
会
終
了
後
は
、
お
別
れ
遠
足
と
し
て
宇

宙
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。
み
ん
な
で
バ
ス
に
乗

り
特
別
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
、
芝
生
広
場
で
思

　
２
月
21
日
（
土
）
に
、
中
平
小
金
管
バ
ン
ド

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
会
で
は
、
県
合
奏
祭
や
種
子
島
吹
奏
楽

祭
な
ど
で
発
表
し
た
「
大
空
の
カ
ン
タ
ー
タ
」

を
は
じ
め
、
南
種
子
中
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
と

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」、「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
の
合

同
演
奏
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
バ
ン
ド

に
よ
る
「
怪
獣
の
花
唄
」、
初
心
者
演
奏
に
よ

る
「
か
え
る
の
う
た
」、
３
年
生
～
５
年
生
に

よ
る
「
ぼ
く
ら
ま
た
」、
６
年
生
の
み
に
よ
る

「
宿
命
」
な
ど
の
演
奏
で
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

中平中平小学校小学校
金
管
バ
ン
ド
定
期
演
奏
会

最
後
ま
で
楽
し
い
時
間
を

輝
く
未
来
へ
、
ジ
ャ
ン
プ
！

西野西野小学校小学校

い
き
り
遊
ん
だ

り
し
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
１

年
間
が
終
わ
る

こ
の
時
期
に
、

ま
た
み
ん
な
で

楽
し
い
思
い
出

作
り
が
で
き
ま

し
た
。
今
の
学

年
が
終
わ
る
最

後
ま
で
、
友
達

と
仲
良
く
楽
し

い
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。
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少
人
数
の
強
み

平
山
小
学
校
五
年　
荒
河　
美
結

　

私
は
、
平
山
小
学
校
に
一
人
で
入
学

し
た
。
周
り
に
一
年
生
は
誰
も
い
な
く

て
、
不
安
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

今
年
の
五
年
生
は
三
人
だ
。
時
々
、

「
人
数
が
少
な
い
五
年
生
。」

と
言
わ
れ
る
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
も

私
は
特
に
気
に
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

少
人
数
の
一
番
の
強
み
は
、
複
式
学

級
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は

二
つ
あ
る
と
思
う
。

　

一
つ
目
は
、
他
の
学
校
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
同
じ

学
年
だ
け
で
な
く
、
上
学
年
や
下
学
年

の
友
達
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
今
年
、
学
級
目
標
を
決
め
る

話
し
合
い
を
し
た
と
き
、
五
年
生
三
人

で
た
く
さ
ん
意
見
を
考
え
た
。
し
か
し
、

六
年
生
は
、
五
年
生
だ
け
で
は
思
い
つ

か
な
い
よ
う
な
意
見
を
た
く
さ
ん
言
っ

て
い
た
。
そ
う
い
う
考
え
方
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、「
六
年
生
は
さ
す
が
だ
な
。」

と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
次
の
話
し
合
い

の
と
き
に
「
六
年
生
だ
っ
た
ら
ど
う
考

え
る
か
な
。」
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。

下
学
年
と
一
緒
に
過
ご
す
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。
そ
れ
は
、
前
の
学
年
の
復
習
を

し
た
い
と
き
に
、
気
軽
に
確
認
が
で
き

る
こ
と
だ
。
複
式
で
授
業
を
し
て
い
る

と
、
時
々
後
ろ
か
ら
別
の
授
業
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
声
を
聞
い
て
、「
そ

う
だ
っ
た
。」
と
私
は
ひ
そ
か
に
復
習
し

て
い
る
。
他
の
学
年
の
友
達
と
い
っ
し
ょ

に
過
ご
し
て
自
分
の
生
活
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
れ
も
複
式
学
級

な
ら
で
は
の
強
み
だ
。

　

二
つ
目
は
、
責
任
感
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
特
に
、
私
が

そ
う
感
じ
た
出
来
事
が
、
今
年
の
運
動

会
の
応
援
団
だ
。
今
年
の
運
動
会
の
応

援
団
は
、
五・
六
年
生
八
人
で
、
話
し
合

い
を
進
め
た
。
応
援
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど

の
動
き
も
五・
六
年
生
み
ん
な
で
考
え

た
。
大
き
な
学
校
だ
っ
た
ら
、
五
年
生

が
参
加
し
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

け
れ
ど
、
人
数
が
少
な
い
分
、
協
力
し

て
進
め
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。
六
年
生
が
先
生
に
よ
ば

れ
る
と
、
私
た
ち
五
年
生
も
下
学
年
に

教
え
な
い
と
い
け
な
い
。
下
学
年
に
教

え
る
こ
と
は
、
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

教
え
て
い
く
う
ち
に
、
み
ん
な
が
ま
と

ま
っ
て
い
き
、
応
援
合
戦
が
良
く
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
私
も
う
れ

し
か
っ
た
。
運
動
会
で
は
私
た
ち
の
組

は
負
け
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
私
は
応

援
団
の
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

今
年
の
運
動
会
は
、
今
ま
で
で
一
番
力

を
出
し
た
運
動
会
だ
っ
た
。

　

他
に
も
、
少
人
数
の
学
校
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
全
校
遊
び
や
ど
の
学
年
と
も

仲
良
く
な
れ
る
良
さ
な
ど
少
人
数
の
良

さ
を
私
は
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
。

　

け
れ
ど
、
大
人
数
の
良
さ
が
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
交
流
学
習
で
、

大
人
数
で
す
る
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
楽
し

か
っ
た
し
、
大
人
数
で
話
す
こ
と
で
交

流
が
楽
し
く
な
る
良
さ
も
あ
る
と
思
う
。

い
つ
か
は
大
人
数
の
学
校
も
経
験
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

の
私
は
少
人
数
の
平
山
小
の
一
員
と
し

て
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経
験

を
た
く
さ
ん
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

四
月
か
ら
は
六
年
生
だ
。
全
校
み
ん
な

で
仲
良
く
話
せ
た
り
、
遊
ん
だ
り
で
き

る
平
山
小
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
た

い
。

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
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宇
宙
留
学
生
向
け

宇
宙
留
学
生
向
け

　
　
　
　

Ｔ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
見
学
ツ
ア
ー
開
催
報
告

　
　
　
　

Ｔ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
見
学
ツ
ア
ー
開
催
報
告

　

２
月
11
日(

水)

に
、
宇
宙
留
学
生

さ
ん
向
け
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た

が
、
ロ
ケ
ッ
ト
追
尾
に
使
用
さ
れ
て
い

た
ア
ン
テ
ナ
を
実
際
に
動
か
し
た
り
、

動
く
ア
ン
テ
ナ
を
間
近
に
見
学
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
後
は
職
員
と
の
昼
食
会
も
実

施
し
、
職
員
に
と
っ
て
も
宇
宙
留
学
生

さ
ん
と
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

「Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
」
２
号
機
サ
ー
ビ
ス
モ
ジ
ュ
ー

「Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
」
２
号
機
サ
ー
ビ
ス
モ
ジ
ュ
ー

ル
、
Ｔ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
に
到
着
！

ル
、
Ｔ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
に
到
着
！

　
２
月
19
日(

木)

、
新
型
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
補
給
機
「
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
」
２
号

機
サ
ー
ビ
ス
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
、
Ｈ
Ｔ

Ｖ
‐
Ｘ
が
宇
宙
空
間
を
飛
行
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
全
て
の
機
能
が
集
約
さ

れ
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
ま
た
、
曝
露

カ
ー
ゴ
お
よ
び
技
術
実
証
ミ
ッ
シ
ョ
ン

機
器
を
搭
載
す
る
機
能

を
担
い
ま

す
。
輸
送

に
際
し
、

ご
理
解
・

ご
協
力
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
発
計
画
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
発
計
画
の
見
直
し

　

近
年
、
人
工
衛
星
の
打
上
市
場
で

　

近
年
、
人
工
衛
星
の
打
上
市
場
で

は
、
小
型
化
や
集
積
化
の
技
術
進
展
に

は
、
小
型
化
や
集
積
化
の
技
術
進
展
に

よ
り
小
型
衛
星
の
打
上
需
要
が
国
内
外

よ
り
小
型
衛
星
の
打
上
需
要
が
国
内
外

で
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

で
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
需
要
に
応
え
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は

た
需
要
に
応
え
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は

「
イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
開
発

「
イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年

を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
1111
月月

に
実
施
し
た
第
２
段
モ
ー
タ
の
再
地
上

に
実
施
し
た
第
２
段
モ
ー
タ
の
再
地
上

燃
焼
試
験
で
は
燃
焼
異
常
に
よ
り
第
２

燃
焼
試
験
で
は
燃
焼
異
常
に
よ
り
第
２

段
モ
ー
タ
が
爆
発
し
ま
し
た
。
そ
の
原

段
モ
ー
タ
が
爆
発
し
ま
し
た
。
そ
の
原

因
は
現
在
も
調
査
中
で
す
が
、
何
ら
か

因
は
現
在
も
調
査
中
で
す
が
、
何
ら
か

の
影
響
で
断
熱
部
分
の
気
密
性
が
失
わ

の
影
響
で
断
熱
部
分
の
気
密
性
が
失
わ

れ
、
異
常
が
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
異
常
が
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
の
早
期
の
実

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
の
早
期
の
実

証
機
打
上
げ
を
目
指
す
と
と
も
に
、
当

証
機
打
上
げ
を
目
指
す
と
と
も
に
、
当

面
の
小
型
衛
星
打
上
げ
需
要
に
着
実
に

面
の
小
型
衛
星
打
上
げ
需
要
に
着
実
に

対
応
す
る
た
め
、
開
発
計
画
を
見
直
し

対
応
す
る
た
め
、
開
発
計
画
を
見
直
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
今
後
は
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
で
使

　
今
後
は
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
で
使

用
し
て
い
た
第
２
段
モ
ー
タ
を
適
用

用
し
て
い
た
第
２
段
モ
ー
タ
を
適
用

し
、
２
０
２
６
年
度
の
実
証
機
打
上
げ

し
、
２
０
２
６
年
度
の
実
証
機
打
上
げ

を
目
指
し
て
開
発
を
進
め
る
計
画
で

を
目
指
し
て
開
発
を
進
め
る
計
画
で

す
。
そ
の
た
め
の
地
上
燃
焼
試
験
を
種

す
。
そ
の
た
め
の
地
上
燃
焼
試
験
を
種

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
竹
崎
燃
焼
試
験
場

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
竹
崎
燃
焼
試
験
場

で
実
施
予
定
で
す
。
日
時
が
決
ま
り
ま

で
実
施
予
定
で
す
。
日
時
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に

し
た
ら
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

諏
訪
宇
宙
飛
行
士
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
へ

諏
訪
宇
宙
飛
行
士
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
へ

　

諏
訪
理
宇
宙
飛
行
士
を
２
０
２
７

年
頃
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
長
期
滞
在
搭
乗
員
に
指
名
し

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
日
本
人
と
し
て

８
人
目
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
で
、
日
本

実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
を
含
む
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の

維
持･

保
全
、
科
学
実
験
、
運
用
支
援

な
ど
を
担
う
予
定
で
す
。
諏
訪
宇
宙
飛

行
士
は
、
こ
れ
ま
で
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
拠

点
と
し
た
船
外
活
動
訓
練
、
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
操
作
訓
練
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

操
作
訓
練
に
加
え
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
（
欧
州
宇

宙
機
関
）
の
洞
窟
訓
練
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の

陸
上
サ
バ
イ
バ
ル
訓
練
な
ど
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ル
テ
ミ
ス

計
画
の
有
人
与
圧
ロ
ー
バ
ー
開
発
に
も

宇
宙
飛
行
士
の
視
点
か
ら
貢
献
し
ま
し

た
。
今
後
は
２
０
２
７
年
頃
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
向
け
、
欧
州･

カ
ナ
ダ･

ロ

シ
ア
な
ど
の
訓
練
施
設
で
専
門
装
置
や

モ
ジ
ュ
ー
ル
操
作
を
習
得
す
る
方
針
で

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失
敗
に

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失
敗
に

関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

　
対
応
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 2 月 27 日現在）

HTV-X2 号機　サービスモジュール
Roll-off の様子＠島間港

見学の様子
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Ｒ
Ｓ
（
ア
ー
ル
エ
ス
）
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｓ
（
ア
ー
ル
エ
ス
）
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
公
立
種
子
島
病
院

薬
剤
部　
熊
谷 
義
徳

　
Ｒ
Ｓ
（
ア
ー
ル
エ
ス
）
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
小
児

の
治
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
が
「
こ
ん

な
ウ
イ
ル
ス
、
消
え
て
し
ま
え
」
と
苦
々

し
い
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

息
が
苦
し
そ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
に
何
度

も
注
射
し
た
り
、
泣
き
続
け
て
い
て
も
酸

素
マ
ス
ク
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
か

ら
で
す
。

　
こ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ず
っ
と
昔
か

ら
あ
る
も
の
で
、
私
た
ち
全
員
が
感
染
し

た
経
験
が
あ
る
よ
う
な
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て

飛
び
散
っ
た
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
か
ら
感
染

す
る
の
で
す
が
、
健
康
な
大
人
は
軽
い
風

邪
の
症
状
で
済
み
ま
す
。
し
か
し
、
生
後

間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
感
染
す
る
と
重
症

化
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
年
間
３
万
人
ほ
ど
の
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
が
入
院
で
の
治
療
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ

て
い
る
の
で
、
重
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
分
か
っ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
（
在
胎
週
数
35
週
以
下
の
早
産
児

な
ど
）
に
は
、
定
期
的
に
予
防
の
た
め
の

注
射
（
抗
体
製
剤
）
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。

　
そ
ん
な
私
た
ち
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か
ら
、
母
体
で

作
っ
た
抗
体
を
赤
ち
ゃ
ん
に
受
け
継
い
で

も
ら
う
た
め
に
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
が
接

種
す
る
ワ
ク
チ
ン
「
ア
ブ
リ
ス
ボ
」
の
定

期
接
種
（
原
則
無
料
）
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
こ
の
世
界
か
ら
消
し
て

し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て

新
生
児
の
期
間
だ
け
で
も
感
染
し
に
く

く
、
ま
た
重
症
に
な
り
に
く
く
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
手
順
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
妊
婦
さ
ん
が
母
子
手
帳
を
受
け
取
る

際
に
案
内
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。「
妊

娠
中
に
ワ
ク
チ
ン
し
て
副
反
応
が
出
た
ら

大
丈
夫
か
な
？
」
と
の
不
安
や
疑
問
は
当

然
お
あ
り
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
任
意
で
あ
り
、
接
種
を
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
妊
婦
検
診
の
際
に
よ

く
相
談
し
た
う
え
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る

た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご

検
討
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【4月の診療体制】受付時間：（午前診療）8時～ 11 時・（午後診療）8時 30 分～ 16 時
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時 
 

内科
藤田
荒井
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

特別診療科

  眼科（鹿大医師派遣）：6 日・7 日、20 日・21日の月曜日、火曜日
  耳鼻咽喉科（鹿大医師派遣）：2 日、9 日、16 日、23 日、30 日（毎週木曜日）
  消化器内科（福岡徳洲会医師）：10 日、24 日 の金曜日※内視鏡検査予定
  整形外科（鹿大医師派遣）：毎週火曜日（午前：外来診療・午後：病棟診療）
  小児外科（鹿大医師派遣）：3 日、17 日の金曜日
  物忘れストレスケア外来（濱田医師）：15 日（水曜日）
  リウマチ科：2 日（木曜日）中島医師、16 日（木曜日）市来医師

14 時～
　１７時

内科
藤田
荒井
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

特別診療科 午前と同様

【徳洲会グループの応援体制について】
 〇 徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。
 〇 長崎北徳洲会医師：小児科特殊疾患のみ対応。

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず電話でのお問い合わせをお願いします。
※ 4/5（日曜日）は当番医。休日は当番医の受診をお願いします。
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

　
新
年
度
を
迎
え
、
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
も
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
種

子
島
の
古
代
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

館
内
で
は
、
広
田
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
お
り
、

古
代
の
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
勾
玉
づ
く
り
や
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を

使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
な
ど

の
体
験
学
習
も
行
っ
て
お
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
見
学

や
団
体
で
の
利
用
も
多
く
、
歴
史
学

習
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
に
広
田
遺
跡
や
種
子

島
の
歴
史
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
企
画
や
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

春
の
散
策
と
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
広

田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

「
令
和
７
年
度
全
体
研
修
会
」
の
開
催

　
２
月
12
日
（
木
）
に
、
南
種
子
町
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
協
議
会
、

令
和
７
年
度
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
認
定
心
理
士
「
柳
沢
誠

子
（
さ
と
こ
）」
氏
を
お
招
き
し
「
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」
の
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
21
人
の
関
係
者

が
研
修
会
に
参
加
し
、
ア
ロ
マ
が
も
た

ら
す
身
体
へ
の
生
理
的
作
用
と
感
情
の

変
化
や
介
護
の
現
場
で
の
床
ず
れ
な
ど

の
肌
ト
ラ
ブ
ル
、
不
眠
対
策
、
心
の
処

方
箋
な
ど
心
と
身
体
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
自
然
療
法
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
学
び
、
実
際
に
自
分
に
合
っ
た

ア
ロ
マ
作
り
も
体
験
し
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

桜
の
苗
木
の
配
布
事
業

　
こ
の
事
業
は
「
桜
を
通
じ
て
の
町

づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
事
業
」
と
し

て
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

希
望
す
る
各
自
治
公
民
館
、
集
落
公

民
館
に
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公

共
財
団
法
人
日
本
花
の
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
、今
年
は「
紅
華（
こ
う
か
）」

と
い
う
品
種
が
届
き
ま
し
た
。
な
か

な
か
生
育
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
桜
で
す
が
、
順
調
に
根
付
い
て
く

れ
る
と
早
く
て
来
年
に
は
開
花
す
る

よ
う
で
す
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

苗木受け渡しの様子
（写真左：新栄町公民館長）

全体研修会の様子

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

学
ぶ
種
子
島
の
古
代
文
化
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年
金
だ

役
場
町
民
福
祉
課

役
場
町
民
福
祉
課    

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～  

☎
㉖
６
６
９
０

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　

町
立
図
書
館
で
は
、「
利
用
者
登
録
」

を
し
て
カ
ー
ド
を
つ
く
れ
ば
、
す
ぐ
に

本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

は
じ
め
て
カ
ー
ド
を
作
る
際
は
、
本

人
確
認
書
類
（
免
許
証
や
保
険
証
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

宇
宙
留
学
・
家
族
留
学
、
仕
事
な
ど

で
南
種
子
町
に
短
期
滞
在
さ
れ
て
い
る

方
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

蔵
書
の
情
報
は
、
館
内
に
あ
る
検
索

機
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
町
立
図
書
館
は
、
町
役

場
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

★
「
お
は
な
し
子
ど
も
会
」

★
「
お
は
な
し
子
ど
も
会
」

　
　
　
　
　
メ
ン
バ
ー
募
集

　
　
　
　
　
メ
ン
バ
ー
募
集
‼‼

　

南
種
子
町
お
は
な
し
子
ど
も
会
で
は
、

お
は
な
し
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

心
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
仲
間
を
募
集

中
で
す
。

　
特
別
な
ス
キ
ル
は
必
要
な
く
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
メ
ン
バ
ー

が
や
り
た
い
事
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
活
動
内
容
を
決
め
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
見
学
か
ら
で
も
結
構
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
町
立
図
書
館
職
員
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

町
立
図
書
館
☎ 

㉖
６
６
９
０

今
年
度
の
保
険
料
は
？

今
年
度
の
保
険
料
は
？

　

令
和
８
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
７
９
２
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
前
納
や
口
座

振
替
の
利
用
で
、
保
険
料
が
割

引
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

付
加
納
付
に
つ
い
て

付
加
納
付
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
付
加
年

金
額
は
、
月
あ
た
り
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

で
計
算
さ
れ
、
２
年
以
上
年
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
に
支
払
っ

た
額
以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
に
は
申

請
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
令
和
８

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
（
令
和
８
年
４
月
～
令
和
９

年
３
月
分
）
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
８
年
２
月
の
情
報
に
基

づ
き
発
行
す
る
た
め
、
厚
生
年

金
保
険
加
入
な
ど
と
の
行
き
違

い
で
送
付
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、国
民
年
金
保
険
料
は
、

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
、
本
人
か
ら
の

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
「
免
除
」

ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が

難
し
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
必
ず
申
請
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書

の
発
送

の
発
送

おはなし子ども会おはなし子ども会
インスタグラム DMインスタグラム DM

31　広報みなみたね　2026 年 4 月号



広報みなみたね　2026 年 4 月号　32

～
南
種
子
町 

町
制
施
行

　
　
　
　
　
　
　

70
周
年
記
念
～

　

令
和
８
年
度
は
、
南
種
子
町
の

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す

　

南
種
子
町
の
前
身
で
あ
る
南
種

子
村
は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
村
の
役
割
は
各
集
落

の
補
助
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、昭
和
20（
１
９
４
５
）

年
以
降
、
村
役
場
の
仕
事
は
急
激

に
増
え
、
職
員
も
約
15
年
で
３
倍

以
上
に
増
加
し
ま
す
。
こ
の
時
期

に
道
路
の
改
修
や
水
道
の
敷
設
、

電
気
の
普
及
と
い
っ
た
近
代
化
も

進
み
、
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
り

始
め
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭

和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
制
定
さ

れ
た
離
島
振
興
法
な
ど
の
影
響
で
、

国
か
ら
の
支
援
を
十
分
に
生
か
す

た
め
に
も
、よ
り
力
を
持
っ
た「
町
」

と
し
て
の
体
制
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
、昭
和
31（
１
９
５
６
）

年
、
南
種
子
村
は
町
制
に
移
行
し
、

「
南
種
子
町
」
が
誕
生
し
ま
す
。
当

時
の
人
口
は
１
万
２
千
人
程
度
で
、

約
６
割
が
農
業
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
水
は
谷
川
や
井
戸
に
頼
る

地
域
も
多
く
、
道
路
は
よ
う
や
く

自
動
車
が
通
り
始
め
た
時
期
で
し

た
。

　

70
年
前
の
こ
の
選
択
は
、
今
日

の
南
種
子
町
へ
と
つ
な
が
る
大
き

な
転
換
点
で
し
た
。

南
種
子
町
の
誕
生

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

古
ふるいち

市　虎
こ う

佑くん
令和 4 年 4 月 7 日生まれ
涼介さん・由香さんの男の子（上中）

のりものとパウパトロールがだいすき！
消防車や救急車のおもちゃを集めて出初式ごっ
こをするのがマイブーム（笑）
笑顔いっぱい元気いっぱいで大きくなってね♡

ご家族からひとこと

山
や ま だ

田　真
ま こ

瑚ちゃん
令和 4 年 4 月 27 日生まれ
晋作さん・文香さんの女の子（平山）

好奇心旺盛で、何でも「まこもやる！」と果敢
に挑戦。
失敗しても怒られても、すぐ笑顔。その太陽の
ような明るさにパワーをもらっています。
これからも天真爛漫であれ！

あいさつをする初代町長の
鮫島二男丸氏
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

冨　
　

幸
代　
　
（
母
・
タ
ツ
子
）

向
井　

タ
ズ
子　
（
子
・
康
子
）

三
山　

大
介　
　
（
母
・
あ
つ
子
）

大
脇　

浩
徳　
　
（
父
・
秋
雄
）

（　）は前月比

人の動き　2月28日現在
総人口（ 人 ） 5,071（－ 5）

男（ 人 ） 2,563（－ 3）
女（ 人 ） 2,508（－ 2）

世帯数（ 戸 ） 2,862（－ 6）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

２月 2 件 22 件
累 計 3 件 46 件

※累計は令和 8 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

2 木 あおぞら保育園入園式 10：00～　あおぞら保育園 17 金 女性がん検診（18日まで） 8：00～　福祉センター生きがい活動室

3 金 種子島宝満神社の御田植祭 9：00～　茎永地区 18 土 青少年育成の日

8 水 小・中学校始業式 各小中学校 19 日 家庭の日

9 木 小・中学校入学式 各小中学校 23 木 教育委員会定例会 10：00～　研修センター

12 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 26 日 南種子キッズフェスタ 10：00～　町屋根付きふれあい広場

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　3月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 1（＋ 1） 1（＋ 1） 0（± 0）
中種子町 1（＋ 1） 0（± 0） 3（＋ 3）
西之表市 0（－ 2） 0（－ 1） 0（－ 1）

計 2（± 0） 1（± 0） 3（＋ 2）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
2
月
28
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
2
月
28
日
ま
で
届
出
分
）

4 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

三
山　

あ
つ
子	　

74	
　
　

西
之

向
井　

康
子	

　

70	

　
　

平
山

村
田　

タ
ツ
子	　

85	

　
　

長
谷

園
田　

友
保	

　

94	

　
　

西
海

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

5 公立種子島病院 南種子町 26-1230

12 種子島医療センター 西之表市 0570-09-0960

19 中種子クリニック 中種子町 27-3222

26 種子島医療センター 西之表市 0570-09-0960

29 田上診療所 中種子町 27-0325

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

5 （有）船川石油店　南種子給油所

12 （有）永松産業　南種子給油所

19 （株）GLOBAL THINK 南種子給油センター

26 種子島石油（株）南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

ご
結
婚

髙
橋　

  

龍
星　
　
　

西
之

久
木
原  

槙
心　
　
　

中
種
子
町

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）

４
月
30
日
（
木
）
は

・
軽
自
動
車
税

・
介
護
保
険
料
第
１
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
第
１
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

（
氏
名
） 　
　

 　

       

（
保
護
者
）   　

   　
（
地
区
）

上こ
う
づ
ま妻　

福ふ
く　

  （
翔
平
・
愛
鈴
）　　

上
中

古ふ
る
い
ち市　

梨り
ん
か華
（
康
大
・
ゆ
か
り
）　

上
中

小こ
わ
き脇　

凪な

る流
（
義
幸
・
愛
子
）　　

西
之

小こ
わ
き脇　

真ま

ほ帆
（
祐
介
・
萌
風
）　　

上
中

岩い
わ
さ
き﨑　

玲れ

の希
（
大
陸
・
麻
弥
）　　

島
間

う
ぶ
ご
え



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/
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町
制
施
行
70
周
年
記
念
！

　　　　　　　　
河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
無
料
解
放
し
ま
す
‼

　

町
制
70
周
年
を
記
念
し
て
、
令

和
８
年
４
月
よ
り
１
年
間
、
下
記

の
日
に
河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
無

料
開
放
（
温
泉
入
浴
・
プ
ー
ル
・

家
族
湯
）
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
、

ご
友
人
を
お
誘
い
の
う
え
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉖
２
５
１
０

無　料　開　放　日

１ ０ 月 １ ７ 日（ 土 ）

１ １ 月　 ７ 日（ 土 ）

１ ２ 月 １ ７ 日（ 木 ）

令和９年１月７日（木）

令和９年２月７日（日）

令和９年３月７日（日）

４ 月 １ ７ 日（ 金 ）

５ 月　 ７ 日（ 木 ）

６ 月　 ７ 日（ 日 ）

７ 月 １ ７ 日（ 金 ）

８ 月　 ７ 日（ 金 ）

９ 月 １ ７ 日（ 木 ）
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